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口　

高　

風 

五
世　

竹
内
禅
杲

　

明
治
五
年
八
月
に
素
玄
寺
（
高
山
市
天
性
寺
町
）
二
十
一
世
即
智
縁
三
が

記
し
た
「
素
玄
寺
僧
籍
簿
」（
素
玄
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
即
智
縁
三
は
安
政

七
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
に
護
国
院
四
世
に
住
持
し
た
。
し
か
し
、
十
年
後

の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
二
十
五
日
に
は
素
玄
寺
二
十
一
世
に
転
住

し
て
い
る
。
そ
の
間
の
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
三
日
に
は
三
世
円
爾

大
方
が
示
寂
し
て
お
り
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
十
日
に
は
永
平
寺

監
院
へ

　
　

謹
而
上
啓
即
辰
三
陽
開
泰
品
物
改
観
恭
惟

　
　

法
王
大
禅
師
金
貌
宝
座
下
乗
此
佳
運
動
止
万
福
多
幸
被
為
宝
算
候
之
条

雲
外
不
堪
瞻
望
萑
躍
之
至
奉
祝
寿
候
尊
道
体
康
寧
寿
算
増
加
補
弼
無
倦

之
条
奉
祝
望
候
茲
ニ
新
年
之
祝
贄
方
金
百
疋
奉
拝
贈
候
間
宜
御
祝
詞
之

趣
御
上
被
為
下
候
様
奉
希
上
候
余
情
奉
期
永
陽
候
頓
首
拝
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

縁
三
九
拝

　
　
　
　
　
　
　

卯
正
月
十
日

　
　
　
　
　

欽
上

　
　
　
　
　
　

大
本
山

　
　
　
　
　
　
　
　

監
院
大
和
尚

　
　
　
　

右
二
月
七
日
福
井
瀧
浪
屋
よ
り
届

と
永
平
寺
大
禅
師
に
金
百
疋
を
拝
贈
し
、
新
年
の
祝
詞
を
伝
え
て
下
さ
る
よ

う
に
監
院
へ
願
っ
て
い
）
1
（

る
。

　

さ
て
、
明
治
元
年
に
な
る
と
、
政
府
は
神
仏
分
離
令
を
出
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
廃
仏
毀
釈
と
な
り
、
仏
教
寺
院
は
多
大
な
打
撃
を
受
け
て
多
く

の
寺
院
が
廃
寺
し
た
。
僧
侶
は
還
俗
し
た
り
神
官
に
な
っ
た
者
も
い
た
。
護

国
院
は
尾
張
徳
川
家
祈
願
所
で
あ
っ
た
が
、
徳
川
家
よ
り
の
庇
護
は
な
く
な

り
、
そ
の
た
め
運
営
は
厳
し
く
廃
寺
同
然
の
状
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
住
持
に
つ
い
て
諸
説
が
考
え
ら
れ
る
。
護
国
院
に
所
蔵
し
て
い

た
原
稿
よ
り
抜
萃
し
謄
写
し
た
「 

護
国
院
歴
代
事
蹟
略
珍
牛 

黙
室

大
方 

縁
山

（
マ
マ
）

」
は
、
原

本
に
題
名
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
名
古
屋
市
史
編
纂
係
が
便
宜
上
に
仮
題
を

付
し
た
も
の
で
、「
名
古
屋
人
物
資
料　

二
十
三
」
に
所
収
し
て
い
）
2
（

る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
四
世
の
縁
三
で
終
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
大
正
八
年
九
月
十
八
日
に
東
向
寺
（
本
渡
市
本
町
）
二
十
七
世
岡

部
石
龍
が
護
国
院
安
居
中
の
田
中
泰
癡
に
照
会
し
て
得
た
「
記
録
」
に
縁
三

よ
り
以
後
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
記
録
」
は
、
岡
部
石
龍
が
当

254



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
65
巻
第
１
号

2

253

時
、
東
京
の
總
持
寺
主
張
所
詰
で
あ
っ
た
高
橋
竹
迷
へ
送
っ
た
も
の
の
写
し

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
縁
三
の
略
伝
記
に
続
き
魯
雄
（
マ
マ
）、
禅
杲
、
大
英
の
行
動
が

記
さ
れ
て
い
る
。
魯
雄

（
マ
マ
）は

円
爾
大
方
の
弟
子
で
、
泉
柳
寺
（
東
海
市
荒
尾

町
）
二
世
圓
應
魯
融
の
こ
と
で
あ
る
。
魯
融
の
泉
柳
寺
時
代
の
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
八
月
七
日
昼
に
は
、
本
堂
や
薬
師
堂
、
客
殿
な
ど
が
焼
失
し

て
お
り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
三
世
闡
提
経
圓
に
よ
っ
て
客
殿
が
再

建
さ
れ
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
は
開
山
堂
が
建
立
さ
れ
て
い
）
3
（

る
。
泉

柳
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
位
牌
を
み
る
と
、
魯
融
は
三
世
闡
提
経
圓
、
四
世

天
然
元
暁
と
同
じ
大
き
さ
の
材
料
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
天
然
元

暁
が
示
寂
し
た
明
治
十
二
年
八
月
十
八
）
4
（

日
以
後
の
同
時
期
に
三
本
の
位
牌
が

作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
魯
融
と
経
圓
の
位
牌
裏
に
は

示
寂
日
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
。

　

縁
三
が
明
治
二
年
八
月
二
十
五
日
に
素
玄
寺
へ
転
住
し
た
後
、
魯
融
が
住

持
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
の
護
国
院
は
、
か
な
り
疲
弊
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
様
子
を
「
記
録
」
か
ら
み
る
と

　
　

魯
雄
（
マ
マ
）ノ
住
職
タ
ル
ヤ
（
脱
牌
）、
恰
モ
明
治
革
新
ノ
際
當
リ
。
宗
門
ノ

制
度
一
般
僧
侶
ノ
風
儀
乱
麻
ノ
如
シ
。
所
謂
瓦
解
ノ
時
ナ
リ
。
藩
籍
奉

還
徳
川
家
ト
都
テ
関
係
ヲ
絶
ツ
。
魯
雄

（
マ
マ
）此

変
ニ
乗
ジ
テ
殿
堂
ノ
荘
厳

仏
具
、
法
器
、
常
住
物
一
切
ヲ
恣
財
売
ス
。
今
二
三
ヲ
挙
レ
バ
、（
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
製
観
音
尊
像
三
十
三
、
一
体
ヲ
二
分
ニ
、
紺
紙
金
泥
法

華
経
十
二
部
一
部
ヲ
二
両
、
山
王
殿
ノ
屋
根
ヲ
葺
ケ
タ
ル
銅
ヲ
売
却
シ

タ
ル
如
キ
ハ
、
言
語
道
断
ト
云
フ
ベ
シ
。
実
ニ
廃
寺
同
様
ニ
荒
蕪
シ
タ

ル
ニ
至
レ
リ
。
而
シ
㎜
魯
雄
（
マ
マ
）ハ
帰
俗
ノ
身
ト
ナ
レ
リ
。

と
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
と
の
関
係
も
な
く
な
っ
た
た
め
、
魯
融
は
殿
堂
の
荘

厳
仏
具
や
法
器
、
什
物
な
ど
を
売
却
し
運
営
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
製
の
観
音
像
三
十
三
体
を
一
体
二
分
で
売
り
、
紺
紙
金
泥
の
「
法
華

経
」
十
二
部
を
一
部
二
両
で
売
り
、
山
王
殿
の
屋
根
を
葺
い
た
銅
版
な
ど
も

売
り
払
っ
て
い
た
。
実
に
廃
寺
同
様
の
よ
う
に
荒
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
行
動
に
よ
り
魯
融
は
住
職
を
脱
世
代
（
脱
牌
）
さ
れ
還
俗
し
て

し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
護
国
院
は
無
住
と
な
り
、
そ
こ
で
大
方
の
弟
子

で
あ
る
光
正
院
（
名
古
屋
市
千
種
区
今
池
）
三
十
三
世
恢
網
羅
逸
が
看
坊
に

依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
四
年
か
ら
六
年
頃
に
市
政
の
民
政
権
判
事

よ
り
家
令
衆
に
出
さ
れ
た
文
書
（
著
者
蔵
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

市
政
懸
り

　
　

家
令
衆
様　
　

民
政
権
判
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
寺
懸
り
衆

　
　

護
国
院
無
住
に
付
古
井
村
光
正
院
先
々
住
羅
逸
え
看
坊
申
付
候
此
段
為

御
承
知
申
進
候

已
上

　
　
　
　

七
月
二
日

　
　

尚
々
御
神
用
御
祈
念
向
等
え
付
御
取
扱
品
も
候
は
ゝ
宜
御
取
計
有
之
様

存
候

已
上

と
あ
る
。
羅
逸
の
俗
姓
は
不
詳
で
あ
る
が
、
明
治
十
八
年
九
月
二
十
八
日
に

示
寂
し
て
い
る
。

　

で
は
、
羅
逸
が
看
坊
と
な
っ
て
い
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
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く
魯
融
が
脱
牌
さ
れ
た
後
、
ま
も
な
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
は
「
記
録
」

に
よ
れ
ば
、

　
　

禅
杲
和
尚
大
家
ノ
頽
レ
タ
ル
ハ
一
木
ニ
テ
支
ヘ
難
シ
。
更
ニ
残
余
ノ
器

物
ヲ
売
却
シ
テ
生
活
ノ
資
ト
為
ス
。
貧
窶
窮
マ
レ
リ
。
瀕
死
ノ
際
一
墰

ノ
葡
萄
酒
ヲ
購
フ
能
ハ
ズ
。

と
あ
り
、
同
四
年
九
月
以
後
に
素
玄
寺
に
い
た
禅
杲
が
住
持
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
頃
も
疲
弊
し
て
お
り
、
残
っ
た
什
器
な
ど
を
売
却
し
て
運
営
を

行
っ
て
い
た
。

　

禅
杲
の
略
伝
を
な
が
め
て
み
る
と
、
明
治
十
八
年
六
月
三
十
日
調
で
曹
洞

宗
務
支
局
へ
提
出
し
た
各
寺
院
の
僧
名
報
告
書
の
「
明
治
十
八
年
僧
侶
現

員
）
5
（

調
」
に
は
、
護
国
院
の
項
に

　
　

愛
知
県
士
族
尾
張
国
名
古
屋
区
長
塀
町
大
橋
政
治
同
居

　
　
　
　
　
　

仝
国
仝
区
布
ケ
池
町
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
竹　

内　

禅　

杲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
四
年
五
月
十
九
日
生

　
　

愛
知
県
平
民
尾
張
国
名
古
屋
区
小
川
町
中
島
栄
助
同
居

　
　
　
　
　
　

仝
国
仝
区
布
ケ
池
町
護
国
院
前
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
舟　

橋　

慶　

雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
九
年
一
月
一
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
寺
前
住
大
方
徒

　
　
十
八
年
十
月
九
日

編
入
願

　
　
　
　
　
　

 

藤　

岡　

瑞　

苗

と
あ
り
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
五
月
十
九
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
号
は

大
圓
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
素
玄
寺
蔵
の
「
素
玄
寺
僧
籍
簿
」
の
縁
三
の
弟
子

に

愛
知
県
管
轄
尾
張
国
愛
知
郡
名
古
屋
竹
屋
町
桶
工
竹

内
儀
蔵
三
男

安
政
元
年
甲
寅
四
月
二
日
於
尾
張
国
名
古
屋
護
国
院

得
度
文
久
三
年
癸
亥
ヨ
リ
明
治
三
年
庚
午
マ
テ
所
々

徧
歴
修
学
同
暦
四
年
辛
未
夏
於
信
濃
国
長
興
寺
長
老

同
年
九
月
當
山
エ
入
寺
修
学
罷
在
候

　

弟
子

　

禅
杲

　
　
壬
申
二
十
七
歳

と
あ
り
、
愛
知
郡
名
古
屋
竹
屋
町
の
桶
工
で
あ
る
竹
内
儀
蔵
の
三
男
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
二
日
に
護
国
院
で
得
度

し
て
い
る
が
、
受
業
師
は
当
時
の
住
職
（
三
世
）
円
爾
大
方
で
あ
る
。
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
よ
り
明
治
三
年
ま
で
各
地
に 

徧
歴
し
修
学
し
た
後
、
同

四
年
夏
に
は
長
興
寺
（
塩
尻
市
大
字
洗
馬
）
の
結
制
で
首
座
を
務
め
て

お
）
6
（

り
、
九
月
か
ら
は
素
玄
寺
で
修
学
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
詳
し
い
年
次
は

不
詳
で
あ
る
が
、
看
坊
の
羅
逸
が
退
院
し
た
後
に
護
国
院
の
住
職
に
就
い
て

い
る
。

　

明
治
十
六
年
六
月
に
は
、
盛
巌
寺
（
西
尾
市
馬
場
町
）
十
八
世
普
説
黙
宣

に
護
国
院
の
什
物
で
あ
っ
た
黙
室
良
要
の
糞
掃
二
十
五
条
衣
を
譲
っ
て
い

る
。
そ
の
縁
由
が
箱
書
き
に

　
　

此
糞
掃
二
十
五
条
衣
者
黙
室
禅
師
被
衣
ニ
㎜

而
為
㍼リ護
国
院
什
物
之
一
⊿

師
移
化
于
今
数
十
年
際
時
勢
之
変
遷
ニ

院
モ

亦
頗
属
㍼シ衰
遅
㍽ニ余
慮
㍼リ此
ノ

物

後
来
或
ハ

散
失
㍽セン
ヲ

就
㍼テ今
ノ

住
職
禅
杲
力
生
㍽ニ請
㊦更
ニ

為
㍼テ盛
巌
室
中
ノ

什

宝
㍽ト力
生
驀
拶
ニ

肯
可
ス

焉
。
余
乃
募
㍼リ篤
信
ノ

信
士
女
㍽ニ少
カ

醵
㍼集
メ

義
貨
㍽ヲ
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報
ス
ル
ニ

以
㍼ス垂
帷
一
帳
及
ヒ

金
貨
少
許
㍽ヲ。
仍
テ

拝
㍼受
シ

此
衣
㍽ヲ永
ク

鎮
㍼在

ス

當
山
㍽ニ矣
。
於
㍾テ是
ニ

記
㍼ス其
縁
由
㍽ヲ。
以
テ

貽
㍼ス後
昆
㍽云
爾
。

　
　
　
　
　

禅
師
三
世
之
嗣
孫

　
　
　

明
治
十
六
年
六
月
盛
巌
十
八
世
宣
普
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
誌

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
十
五
年
か
ら
二
十
年
頃
に
曹
洞
宗
の
両
大
本

山
を
維
持
す
る
た
め
の
永
代
祠
堂
金
を
募
る
護
法
会
が
生
ま
れ
た
。
永
平
寺

に
所
蔵
す
る
永
代
供
養
名
簿
の
「
愛
知
県
第
壹
号　

壹
」
に
は
「
護
国
院
担

當
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
み
る
と
「
尾
張
国
名
古
屋
区
坂
上
町　

竹
内
儀
助
」

と
あ
る
。
続
い
て
「
釋
香
観
信
士　

釋
香
道
信
女
」
と
二
名
の
戒
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。「
素
玄
寺
僧
籍
簿
」
に
あ
る
生
家
の
住
所
の
竹
屋
町
は
、
後
に

坂
上
町
と
改
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
竹
内
儀
助
は
禅
杲
の
兄
弟
で
あ

り
、
戒
名
は
両
親
か
と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
同
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に

示
寂
し
て
い
る
。

　

護
国
院
の
住
職
に
な
っ
た
後
、
明
治
十
六
年
頃
ま
で
は
ま
っ
た
く
明
ら
か

に
な
ら
な
い
が
、「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
に
は
竹
内
禅
杲
の
前
住
と

し
て
舟
橋
慶
雲
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
次
か
ら
す
れ
ば
、
四
世
縁
三

の
よ
う
で
あ
る
が
、
伝
記
か
ら
み
る
と
該
当
し
な
い
。
で
は
、
魯
融
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
魯
融
と
慶
雲
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
一
月
一
日
生
ま
れ
で
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
六
月

四
日
示
寂
の
た
め
七
十
八
歳
の
生
涯
と
な
る
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
証
で
き
る
資
料
は
み
え
ず
、
舟
橋
慶
雲
に
つ
い
て
は

不
詳
で
あ
る
。

注（
１
）  

慶
応
三
年
正
月
十
日
に
縁
三
よ
り
永
平
寺
監
院
へ
出
さ
れ
た
書
簡
の
写
は
、
永

平
寺
に
所
蔵
す
る
慶
応
三
年
の
「
往
復
書
簡
留
」
に
あ
る
。

（
２
）  

「
護
国
院
歴
代
事
蹟
略
珍
牛 

黙
室

大
方 

縁
山

（
マ
マ
）

」
は
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
の
名
古
屋

市
史
編
纂
資
料　

市
11
・
113
・
23
〜
24
に
所
収
し
て
い
る
。

（
３
）  

安
政
六
年
八
月
七
日
の
火
災
説
は
泉
柳
寺
所
蔵
の
「
諸
堂
焼
失
以
来
の
概
要
」

や
「
由
緒
沿
革
書
」
に
よ
る
。
ま
た
、
同
寺
に
所
蔵
す
る
「
半
僧
坊
略
縁
起
」

（
五
世
修
禅
圓
證
代
作
成
）
や
「
趣
意
書
」（
七
世
大
機
信
哉
代
作
成
）
に
よ
れ

ば
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
月
六
日
の
火
災
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
安

政
六
年
説
を
採
っ
た
。

（
４
）  

天
然
元
暁
の
示
寂
日
は
、
泉
柳
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
明
治
十
二
年
八
月
十
八

日
と
あ
る
が
、
位
牌
裏
に
は
「
明
治
十
二
年
旧
七
月
朔
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）  

「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
は
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
。

（
６
）  

長
興
寺
の
明
治
四
年
当
時
の
住
持
は
二
十
世
仙
洲
量
海
で
あ
り
、
略
伝
は
田
村

岩
雄
『
青
松
山
長
興
禅
寺
寺
史
』（
昭
和
五
十
三
年
十
月　

長
興
寺
）
五
十
六
頁

に
あ
る
。
な
お
、
そ
の
時
、
禅
杲
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
八
月
十
二
日
に
珍

牛
よ
り
長
興
函
丈
大
和
尚
（
十
五
世
角
翁
恵
瑞
）
へ
出
し
た
書
状
の
軸
（
素
玄
寺

蔵
）
を
珍
牛
の
法
系
者
と
し
て
譲
り
受
け
て
い
る
。
そ
の
軸
の
外
書
き
に
は
「
書

簡　

珍
牛
和
尚
筆　

明
治
四
辛
未
夏
禅
杲
具
寿
於
埋
山
請
第
一
座
□
□
□
牛
老

師
法
系
也
依
随
縁
譲
兄
□
□
□
」
と
あ
る
。
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六
世　

伊
藤
俊
禅

　

東
向
寺
（
本
渡
市
本
町
）
の
岡
部
石
龍
の
「
記
録
」
に
よ
れ
ば
、

　
　

瀕
死
ノ
際
一
墰
ノ
葡
萄
酒
ヲ
購
フ
能
ハ
ズ
。
偶
々
禅
芳
寺
大
英
和
尚

（
現
監
寺
）
問
疾
ノ
次
テ
之
ヲ
求
メ
与
ヘ
リ
。
満
面
歓
ヒ
ヲ
顕
ハ
セ

リ
。
且
ツ
懇
ロ
ニ
没
後
ノ
継
席
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル
。
大
英
和
尚
ハ
悲
境
ニ

迫
リ
不
得
已
嗣
子
俊
禅
ヲ
シ
テ
壱
百
参
拾
円
ヲ

（
マ
マ
）債

務
ヲ
帯
ビ
テ
後
董

ノ
任
ニ
當
ラ
シ
ム
。

と
あ
り
、
五
世
竹
内
禅
杲
の
項
で
み
た
よ
う
に
当
時
の
護
国
院
は
疲
弊
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
禅
杲
は
開
山
珍
牛
以
来
の
法
系
者
よ
り
永
平
寺
の
同
末
で

あ
る
禅
芳
寺
の
住
職
門
内
大
英
に
体
調
は
よ
く
な
か
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、

護
国
院
の
護
持
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
禅
杲
は
自
分
の
示
寂
後
の
住
職
を
嘱

託
し
た
と
こ
ろ
満
面
に
歓
び
を
あ
ら
わ
し
た
。
門
内
は
や
む
を
得
ず
、 

壱
百

参
拾
円
の
債
務
を
肩
代
わ
り
し
て
、
法
嗣
の
伊
藤
俊
禅
を
後
任
住
職
と
し

た
。

　

で
は
、
伊
藤
俊
禅
と
は
ど
う
い
う
方
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
十
八
年
六
月
三

十
日
調
の
「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
の
「
禅
芳
寺
」
項
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
禅
芳
寺
は
住
職
の
門
内
大
英
を
始
め
前
住
職
林
鶴
仙
、
門
内
大
英
徒
弟

の
伊
藤
松
兵
衛
、
水
野
伊
兵
衛
、
吉
田
梅
次
郎
の
五
人
が
在
籍
し
て
い
た
。

俊
禅
は
伊
藤
姓
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
伊
藤
松
兵
衛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
伊

藤
松
兵
衛
は
愛
知
県
尾
張
国
名
古
屋
区
常
盤
町
甲
十
五
番
地
戸
主
で
、
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
）
十
二
月
二
十
五
日
に
生
ま
れ
て
い
る
。
俊
禅
の
一
人
娘

き
ゃ
う
の
子
で
孫
に
あ
た
る
伊
藤
俊
彦
氏
（
あ
わ
ら
市
龍
雲
寺
住
職

元
駒
沢
大
学
教
授

）
の
御
教
示

に
よ
れ
ば
、「
母
（
き
ゃ
う
）
か
ら
俊
禅
の
僧
形
の
姿
の
話
は
聞
い
た
こ
と

が
な
く
、
ま
っ
た
く
の
俗
人
で
あ
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
二

十
三
年
以
後
の
「 

愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
務
支
局
下
寺
院
表
」
の
「
護
国

院
」
に
は
、
住
職
と
し
て
伊
藤
俊
禅
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
）
1
（

る
。
前
住
職
竹

内
禅
杲
は
同
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に
示
寂
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
示

寂
後
ま
も
な
く
住
職
に
就
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
に
は
功
徳
院
（
名
古
屋
市
中
区
裏
門
前
町
）

住
職
岩
山
臥
龍
の
冬
安
居
初
会
結
制
に
随
喜
し
て
い
る
。
曹
洞
宗
務
支
局
へ
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提
出
し
た
報
告
書
を
み
る
と
、
護
国
院
住
職
と
し
て
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
）
2
（

る
。

　

同
二
十
八
年
七
月
に
は
、
境
内
地
の
宅
地
（
名
古
屋
市
布
ケ
池
町
壱
番

地
）
千
坪
九
合
の
う
ち
六
百
坪
五
勺
を
分
割
し
て
境
外
地
と
な
し
、
愛
知
県

第
一
号
曹
洞
宗
中
学
林
新
築
の
た
め
に
貸
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
。
境
内
の
西

側
部
分
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
護
国
院
が
今
だ
に
疲
弊
し
て
い
た
た
め
貸
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
願
が
伊
藤
俊
禅
よ
り
越
本
山
執
事
福
山
黙
童
と
愛
知
県
知
事
時
任
為

基
に
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　

境
内
地
所
分
割
ニ
付
御
添
書
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
張
国
名
古
屋
市
布
ケ
池
町
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曹
洞
宗
護
国
院

　
　

別
紙
願
之
通
、
該
寺
維
持
ノ
為
メ
今
回
協
議
ノ
上
境
内
分
割
之
儀
願
出

度
、
依
テ
特
別
之
御
詮
議
ヲ
以
テ
愛
知
県
知
事
ヘ
御
添
書
被
成
下
度
、

此
亦
連
署
ヲ
以
テ
奉
願
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
俊
禅

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
布
ケ
池
町
十
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒
総
代　
　
　
　

八
木
秋
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
市
辰
巳
町
十
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

斎
藤
弥
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
水
筒
先
町
六
十
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

首
藤
俊
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
宝
町
禅
芳
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
類
総
代　
　
　
　

門
内
大
英

　
　
　
　

越
本
山
執
事

　
　
　
　
　

福
山
黙
童
殿

　
　
　
　
　

境
内
地
所
分
割
願

　
　

尾
張
国
名
古
屋
市
布
ケ
池
町
壱
番
地
民
有
地
一
宅
地
千
坪
〇
九
合

曹

洞
宗
護
国
院
敷
地
内
六
百
坪
五
勺
境
外
ニ
分
割
ス
ル
分

　
　

右
之
地
所
本
院
境
内
ニ
候
処
、
該
院
維
持
ノ
為
メ
今
回
分
割
シ
境
外
之

分
貸
渡
ノ
上
、
愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
中
学
林
新
築
為
仕
度
尤
モ
寺
務

ニ
関
シ
聊
差
図
筈
無
御
座
候
条
、
御
允
許
相
成
下
度
、
別
紙
図
面
相
添

此
亦
奉
願
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
俊
禅

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
布
ケ
池
町
十
四
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒
総
代　

八
木
秋
豊

　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
辰
巳
町
十
三
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

斎
藤
弥
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　

同
市
水
筒
先
町
六
十
六
番
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　

首
藤
俊
之

　
　
　
　
　
　
　
　

仝
市
宝
町
禅
芳
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
類
総
代
門
内
大
英
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愛
知
県
知
事
時
任
為
基
殿

と
あ
る
。
続
い
て
十
一
月
十
二
日
に
は
、
護
国
院
（
伊
藤
俊
禅
）
よ
り
福
山

黙
童
執
事
へ
願
書
に
調
印
を
請
う
書
簡
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　

時
下
寒
冷
之
砌
リ
、
遥
伏
以
福
山
御
執
事
大
閣
下
、
増
御
壮
栄
ニ
テ
宗

務
掌
握
被
遊
候
条
、
奉
南
山
候
、
専
陳
は
弊
院
境
内
地
所
分
割
ノ
上
、

曹
洞
宗
中
学
林
建
築
仕
度
候
間
、
何
卒
別
紙
願
書
ヘ
調
印
被
成
下
度
候

也

　
　

二
白

図
面
之
儀
は
郵
便
税
を
省
く
為
め
、
封
入
不
仕
候
間
、
右
様
承

被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
平
寺
直
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
ケ
池
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

福
山
御
執
事
大
閣
）
3
（

下

と
あ
る
。

　

さ
て
、
万
松
寺
（
名
古
屋
市
中
区
大
須
）
境
内
に
あ
っ
た
小
学
林
は
、
明

治
二
十
三
年
七
月
の
曹
洞
宗
教
育
令
の
発
布
に
よ
り
、
曹
洞
宗
専
門
支
校
を

曹
洞
宗
小
学
林
と
改
称
し
て
旧
学
科
に
一
般
普
通
学
を
教
授
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
校
地
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
護
国
院
の

境
内
地
を
分
割
し
て
借
り
受
け
、
教
場
や
寄
宿
舎
な
ど
を
移
転
し
た
。
翌
二

十
九
年
二
月
に
は
小
学
林
を
中
学
林
と
改
称
し
中
学
、
小
学
の
二
教
科
と
し

た
。
全
国
を
三
十
学
区
に
分
け
、
一
学
区
毎
に
一
中
学
林
を
設
け
る
と
い
う

宗
令
に
よ
り
、
愛
知
県
は
第
八
区
に
属
し
て
第
八
中
学
林
と
改
称
し
た
。
当

時
の
役
職
員
が
「
宗
報
」
第
六
十
一
号
（
明
治
三
十
二
年
七
月
発
行
）
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
監
理
は
近
藤
疎
賢
、
教
授
は
田
中
懐
光
、
学
監
は
石
橋
東

倫
、
益
山
慈
照
、
副
学
監
は
船
橋
孝
道
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
三
十
二
年

に
は
第
七
、
八
、
九
の
各
中
学
林
が
合
併
し
、
愛
知
中
学
林
と
改
称
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
校
地
を
さ
ら
に
拡
張
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
広

い
校
地
を
求
め
た
。
し
か
も
同
三
十
五
年
九
月
に
は
、
全
国
を
四
大
学
区
に

分
け
て
学
区
毎
に
一
中
学
林
を
創
立
し
宗
務
院
の
直
轄
と
し
た
。
管
長
の
統

裁
と
す
る
教
育
令
に
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
曹
洞
宗
第
三
中
学
林
と
改

称
し
た
。
同
三
十
六
年
一
月
に
は
大
久
手
（
愛
知
郡
千
種
町
大
久
手
）
に
三

千
坪
の
土
地
を
購
入
し
教
場
、
講
堂
を
新
築
し
て
寄
宿
舎
な
ど
を
移
転
し
落

成
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
二
十
八
年
十
一
月
頃
か
ら
同
三
十
五
年
十
二
月
頃
迄

は
、
護
国
院
の
旧
境
内
地
に
曹
洞
宗
第
三
中
学
林
が
所
在
し
た
の
で

あ
っ
）
4
（

た
。

　

同
三
十
年
に
は
、
一
月
二
十
一
日
に
京
都
の
道
正
庵
に
お
い
て
行
わ
れ
る

高
祖
大
師
御
遠
忌
と
家
祖
木
下
道
正
の
六
百
五
十
年
忌
法
要
の
た
め
、
影
堂

の
再
建
や
補
助
金
、
香
誼
な
ど
と
し
て
護
国
院
は
三
十
円
を
寄
附
し
て

い
）
5
（

る
。

　

同
三
十
二
年
に
は
、
一
月
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
護
国
院
で
観
音
講
員
祖

先
供
養
の
た
め
の
大
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
、
法
要
後
に
水
野
雷
幢
の
説
教
が

あ
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
五
七
五
号
）
三
十
五
年
に
は
四
月
十
八
日
よ
り

五
月
八
日
迄
永
平
寺
に
お
い
て
高
祖
大
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
が
修
行
さ
れ

た
。
こ
の
頃
か
ら
護
国
院
は
、
日
本
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
地
に
宗
門
信
仰
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の
地
と
な
る
よ
う
伽
藍
を
建
造
し
、
永
平
寺
に
属
す
る
寺
院
と
し
て
有
志
の

寺
院
及
び
信
徒
の
外
護
を
得
る
よ
う
に
努
め
て
い
）
6
（

た
。
三
十
七
年
八
月
一
日

に
は
曹
洞
宗
末
派
寺
院
の
等
級
級
階
が
査
定
さ
れ
、
翌
三
十
八
年
一
月
一
日

よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
護
国
院
は
「
四
等
法

地　

六
十
五
級
」
で
あ
っ
た
。（「
宗
報
」
第
一
八
三
号
）

　

四
十
年
七
月
に
調
査
さ
れ
た
永
平
寺
直
末
寺
院
の
「
直
末
寺
院
臺
帳
」
に

は
、
護
国
院
住
職
が
伊
藤
俊
禅
と
な
っ
て
お
り
、
開
山
は
「
五
十
七
世
禹
隣

禅
師
」
と
あ
る
。
四
十
一
年
四
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
九
日
迄
、
永
平
寺
で

は
三
世
徹
通
義
介
禅
師
の
六
百
回
大
遠
忌
授
戒
会
が
修
行
さ
れ
た
。
全
国
よ

り
寺
院
住
職
が
随
喜
す
る
こ
と
に
な
り
、
護
国
寺

（
マ
マ
）（

院
）住
職
の
配
役
は
名
古

屋
宿
坊
係
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
藤
俊
禅
の
本
師
の
門
内
大
英
（
禅
芳
寺
住

職
）
は
、
菩
提
座
妙
高
台
の
接
客
主
任
の
役
に
就
い
て
い
）
7
（

る
。
し
か
し
、
五

月
十
二
日
に
は
伊
藤
俊
禅
が
示
寂
し
た
。
病
名
や
示
寂
の
様
子
は
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
伊
藤
は
四
月
に
永
平
寺
で
行
わ
れ
た
徹
通
禅
師

六
百
回
大
遠
忌
に
随
喜
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
そ

こ
で
、
七
月
九
日
に
門
内
大
英
が
護
国
院
の
兼
務
住
職
に
就
く
こ
と
に

な
っ
）
8
（

た
。

注（
１
）  

「
愛
知
県
第
一
号
曹
洞
宗
務
支
局
下
寺
院
表
」
は
「
永
平
寺
東
京
別
院
文
書
」

38

－

14
に
所
収
し
て
い
る
。

（
２
）  

平
田
寺
（
北
名
古
屋
市
九
之
坪
）
に
所
蔵
す
る
「
平
田
寺
文
書
」
135

－

2
に
あ

る
「
尾
張
国
名
古
屋
市
裏
門
前
町
功
徳
院
冬
安
居
初
会
結
衆
打
給
」
に
記
さ
れ
て

い
る
。

（
３
）  

中
学
林
新
築
の
た
め
の
「
境
内
地
分
割
添
書
類
」
は
「
御
直
末
護
国
院
境
内
地

分
割
添
書
類
」（「
永
平
寺
文
書
」
7

－

94
）
に
あ
り
、
本
稿
で
初
め
て
紹
介
す
る

書
類
で
あ
る
。

（
４
）  

護
国
院
境
内
に
あ
っ
た
曹
洞
宗
第
八
中
学
林
時
代
か
ら
大
久
手
の
曹
洞
宗
第
三

中
学
林
時
代
へ
の
変
遷
は
『
愛
知
学
院
九
十
年
誌
』（
昭
和
四
十
一
年
十
月　

成

田
芳
髄
）
六
頁
以
下
、
四
十
二
頁
〜
七
十
三
頁
や
「
興
風
」
第
壹
号
（
明
治
三
十

六
年
十
二
月
発
行
）
や
第
十
号
（
明
治
四
十
四
年
発
行
）
附
録
の
「
曹
洞
宗
第
三

中
学
林
一
覧
」
を
参
考
に
し
た
。

（
５
）  

道
正
庵
文
書
（
永
平
寺
蔵
）
四
九
八
の
「
明
治
三
十
年
高
祖
承
陽
大
師
御
遠
忌

家
祖
道
正
六
百
五
十
年
忌
法
要
執
行
ニ
付
影
堂
再
建
ノ
補
助
及
香
誼
寄
贈
金
領
収

原
簿
」
に
よ
る
。

（
６
）  

名
古
屋
別
院
に
所
蔵
す
る
「
由
緒
沿
革
書
」（
昭
和
十
七
年
三
月
十
二
日
に
住

職
大
洞
良
雲
よ
り
愛
知
県
知
事
相
川
勝
彦
へ
出
し
た
「
寺
院
規
則
認
可
申
請
」
に

付
け
た
も
の
）
に
「
其
後
明
治
ノ
変
革
ニ
遇
ヒ
荒
廃
セ
シ
モ
明
治
三
十
五
年
頃
ヨ

リ
有
志
ノ
寺
院
及
信
徒
ノ
外
護
ヲ
得
テ
今
日
ニ
至
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
正
三

年
八
月
に
護
国
院
住
職
木
田
韜
光
ら
よ
り
永
平
寺
東
京
出
張
所
監
院
大
仏
輔
教
に

出
さ
れ
た
「
請
願
書
」
に
よ
る
。

（
７
）  

「
宗
報
」
第
二
七
六
号
（
明
治
四
十
一
年
六
月
十
五
日
発
行
）
の
「
大
本
山
永

平
寺
三
世
徹
通
義
介
禅
師
六
百
回
大
遠
忌
授
戒
会
」
及
び
陸
鉞
巌
『
吉
祥
水
』

（
明
治
四
十
一
年
六
月　

円
通
寺
）
十
二
、
十
三
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）  

「
宗
報
」
第
二
八
一
号
（
明
治
四
十
一
年
九
月
一
日
発
行
）
の
「
住
職
任
免
」

に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
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七
世 

（
八
世
重
興
）　

門
内
大
英

　

明
治
四
十
一
年
七
月
九
日
に
護
国
院
の
兼
務
住
職
に
就
い
た
門
内
大
英

は
、
す
で
に
同
七
年
五
月
十
八
日
に
禅
芳
寺
（
名
古
屋
市
千
種
区
園
山
町
）

六
世
に
就
い
て
い
た
。

　

禅
芳
寺
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
桂
林
彦
左
衛
門
、
松
井
勘
兵
衛

の
取
次
に
よ
り
、
尾
張
藩
初
祖
義
直
公
か
ら
寺
地
を
拝
領
し
て
元
和
年
間

（
一
六
一
五

－

二
四
）
に
永
平
寺
二
十
一
世
海
巌
宗
奕
を
開
山
に
勧
請
し
て

開
か
れ
た
寺
で
あ
る
。
草
創
開
山
は
海
巌
で
あ
る
が
、
法
地
開
山
は
龍
山
泰

門
、
伝
法
開
山
は
永
平
寺
六
十
世
臥
雲
童
龍
を
迎
え
て
い
）
1
（

る
。
永
平
寺
直
末

で
あ
り
、
禅
芳
寺
と
護
国
院
は
同
末
関
係
に
あ
っ
た
。

　

門
内
は
「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
に
よ
れ
ば

　
　

愛
知
県
平
民
尾
張
国
愛
知
郡
横
井
村
十
番
邸
門
内
伝
吉
二
男

　
　
　
　
　

仝
国
名
古
屋
区
宝
町
禅
芳
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
門
内
大
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
三
年
三
月
十
八
日
生

と
あ
り
、
愛
知
郡
横
井
村
十
番
邸
（
現
在
、
名
古
屋
市
中
川
区
横
井
町
）
の

門
内
伝
吉
の
二
男
で
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
三
月
十
八
日
の
生
ま
れ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
曹
洞
宗
務
院
僧
籍
簿
」
に
は
、

族
籍

愛
知
県 

愛
知
郡 

荒
子
村 

大
字
横
井
二
七
番
地

氏名

門 

内 

大 

英

誕
辰

嘉
永
五
年 

一 

月　

十　

日
生

摘要

前
住

と
あ
り
、
族
籍
は
「
愛
知
郡
荒
子
村
大
字
横
井
二
七
番
地
」
と
な
っ
て
い

る
。「
明
治
十
八
年
僧
侶
現
員
調
」
と
異
な
る
の
は
、
所
在
地
の
表
示
の
変

更
か
と
思
わ
れ
る
。
誕
辰
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
月
十
日
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
嘉
永
三
年
三
月
十
八
日
と
の
二
説
が
み
え
る
。
元
治
二

年
（
一
八
六
五
）
二
月
二
十
八
日
に
禅
芳
寺
五
世
の
林
鶴
仙
に
投
じ
て
剃
髪

得
度
を
受
け
、
号
を
俊
道
、
名
を
大
英
と
称
し
た
。
明
治
二
年
二
月
よ
り
清

涼
寺
（
彦
根
市
古
沢
町
）
の
長
森
良
範
に
つ
い
て
参
禅
修
道
す
る
と
と
も

に
、
経
論
、
余
乗
の
研
学
に
も
努
め
、
心
事
了
畢
の
証
明
を
得
た
。
同
六
年

夏
に
は
清
涼
寺
で
立
職
し
、
同
年
九
月
八
日
に
受
業
師
林
鶴
仙
の
室
に
入
っ

て
嗣
法
し
た
。
翌
七
年
五
月
十
八
日
に
は
師
跡
の
禅
芳
寺
を
継
い
で
お
り
、

続
い
て
八
月
二
十
八
日
に
は
、
永
平
寺
に
拝
登
し
瑞
世
転
衣
し
た
。
同
十
年

夏
に
は
禅
芳
寺
で
初
会
結
制
を
修
行
し
て
お
り
、
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
仏
教

界
は
混
乱
し
多
難
な
時
代
で
あ
っ
た
が
、
門
内
は
道
念
を
堅
持
し
て
寺
門
の

維
持
興
隆
に
力
を
尽
し
）
2
（

た
。

　

門
内
が
護
国
院
の
住
持
と
な
っ
た
明
治
四
十
一
年
頃
は
、
京
都
の
道
正
庵

が
疲
弊
に
陥
っ
て
い
た
。
道
正
庵
は
京
都
市
上
京
区
道
正
町
に
あ
り
、
曹
洞

宗
僧
侶
の
宿
坊
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
家
祖
は
藤
原
隆
英
（
一
一
七
一

－

一
二
四
八
、
号
は
縣
山
、
初
代
木
下
道
正
）
で
、
隆
英
は
道
元
禅
師
に

随
っ
て
入
宋
し
た
医
僧
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
か
ら
曹
洞
宗
と
の
関
係
は
深
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く
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
が
綸
旨
を
下
賜
さ
れ
る
た
め
に
参
内
す
る
際
、
道
正
庵

に
宿
泊
し
伝
奏
役
で
あ
る
勧
修
寺
家
と
の
取
り
次
ぎ
役
で
あ
っ
た
。

　

屋
敷
内
に
は
衆
寮
を
構
え
て
宿
坊
と
し
て
お
り
、
参
内
時
の
進
退
作
法
も

指
導
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
役
を
す
る
代
わ
り
に
、
道
正
庵
の
経
営

費
は
永
平
寺
、
總
持
寺
及
び
曹
洞
宗
末
派
寺
院
の
援
助
に
よ
っ
て
い
た
。
寛

永
十
一
（
一
六
三
四
）、
十
二
年
頃
の
参
内
に
お
け
る
朝
廷
へ
の
礼
金
は
銀

子
二
二
三
匁
五
分
、
道
正
庵
へ
は
五
匁
の
礼
を
納
め
て
い
る
。
当
時
金
一
両

が
銀
五
十
〜
六
十
匁
で
あ
っ
た
た
め
、
参
内
に
お
け
る
費
用
は
道
正
庵
へ
の

礼
金
を
含
め
て
四
両
か
ら
四
両
半
前
後
で
あ
っ
）
3
（

た
。
し
か
し
、
本
来
の
道
正

庵
は
薬
屋
を
生
業
と
し
て
お
り
、
神
仙
解
毒
万
病
円
（
解
毒
円
）
と
い
う
解

毒
薬
を
作
り
、
曹
洞
宗
寺
院
に
販
売
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
解
毒
円
は
全
国

に
広
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
）
4
（

で
、
そ
れ
ら
が
道
正
庵
の
収
入
源
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
天
皇
が
東
遷
し
た
た
め
、
旧
都
へ
の
上

洛
参
内
は
で
き
な
く
な
り
、
宗
内
限
り
で
瑞
世
転
衣
は
行
わ
れ
た
が
、
上
洛

参
内
の
儀
式
は
自
然
に
廃
せ
ら
れ
）
5
（

た
。
そ
の
た
め
瑞
世
転
衣
僧
は
道
正
庵
へ

行
く
必
要
が
な
く
な
り
、
道
正
庵
の
収
入
源
は
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
衆
寮

な
ど
の
建
物
の
維
持
と
管
理
、
土
地
の
税
金
支
払
な
ど
が
難
し
く
な
り
、
木

下
家
は
疲
弊
し
た
。
京
都
市
上
京
区
に
あ
る
道
正
町
、
木
下
町
一
帯
は
後
堀

河
天
皇
か
ら
拝
領
し
た
地
で
あ
っ
た
が
、
土
地
の
切
り
売
り
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
）
6
（

た
。
ま
た
、
什
物
（
墨
跡
、
文
書
）
な
ど
も
売
り
払
わ
れ
た
の
で

あ
る
。

　

曹
洞
宗
務
本
局
よ
り
普
達
さ
れ
た
明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
付
の
号

外
で
、
道
元
禅
師
と
と
も
に
木
下
家
家
祖
の
木
下
道
正
の
大
遠
忌
を
営
む
に

あ
た
り
、
影
堂
再
建
の
た
め
の
寄
附
を
全
国
寺
院
に
願
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
物
価
上
昇
の
た
め
予
定
通
り
に
は
集
ま
ら
ず
、
延
期
の
広
告
が
同
三
十

一
年
三
月
十
五
日
発
行
の
「
宗
報
」
第
三
十
号
に
当
主
木
下
隆
禧
よ
り
出
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
三
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
に
は
、
木
下
隆
禧
と
そ
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の
母
木
下
琴
が
連
帯
債
務
を
負
い
、
そ
の
た
め
千
宗
左
を
保
証
人
に
立
て
渡

辺
実
雄
（
実
は
木
田
韜
光
）
よ
り
金
壱
千
八
百
円
を
借
り
受
け
て
お
り
、
そ

の
貸
借
證
書
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
債
権
は
、
実
は
木
田
韜
光
の
債
権

で
、
渡
辺
実
雄
は
名
義
主
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
渡
辺
は
同
三
十
七
年

十
一
月
に
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
債
権
は
木
田
で
あ
る
こ
と
を
追
認
す

る
必
要
が
生
れ
、
新
た
に
證
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
切
の

債
務
履
行
は
木
田
に
対
し
て
尽
す
こ
と
を
一
同
承
認
し
署
名
捺
印
し
て
い
る

の
で
あ
っ
）
7
（

た
。

　

土
地
の
謄
本
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
二
年
八
月
頃
か
ら
土
地
が
売
却
さ
れ

て
お
り
、
現
在
地
（
道
正
町
四
六
六
、
四
六
七

－

一

－
一
）
の
三
六
四
坪
は

明
治
四
十
二
年
三
月
二
十
九
日
に
永
平
寺
が
買
取
っ
て
い
）
8
（

る
。
木
下
家
（
現

戸
主
木
下
武
彦
氏
）
の
口
伝
に
よ
れ
ば
、
土
地
は
当
時
の
永
平
寺
貫
首
森
田

悟
由
が
私
財
を
投
じ
て
買
取
っ
た
後
、
永
平
寺
へ
寄
附
さ
れ
た
と
い
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
、
木
下
隆
禧
よ
り
永
平
寺
東
京
出
張
所
監
院
の

弘
津
説
三
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

領
収
證

　
　

一
金
壱
千
弐
百
九
拾
七
円
弐
拾
八
銭
九
厘

　
　
　

是
ハ
木
田
韜
光
殿
ヨ
リ
借
入
ニ
係
ル
分

　
　

一
金
壱
千
六
百
円
也

　
　
　

是
ハ
地
所
建
家
売
渡
代
金
ト
シ
テ

　
　

前
記
之
金
額
正
ニ
領
収
仕
候
也

　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
新
町
通
寺
ノ
内
上
ル
道
正
町

　
　
　
　

第
四
十
壱
番
戸

　
　
明
治
四
拾
弐
年

　
　

参
月
弐
拾
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
隆
禧

　
　

 

大
本
山
永
平
寺
代
表
者

　
　
　
　
　
　

監
院
弘
津
説
三
殿

と
木
田
韜
光
よ
り
の
借
入
金
、
地
所
、
建
家
の
売
渡
代
金
の
領
収
証
を
出
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
と
も
な
う
木
田
氏
よ
り
の
抵
当
権
取
消
な
ど
の

委
任
状
の
書
上
を
、

　
　

一
、
木
田
氏
抵
當
権
取
消
委
任
状

　
　

一
、
永
平
寺
買
受
ニ
関
ス
ル
委
任
状

　
　

一
、
租
税
代
納
ノ
書
類

　
　

一
、
木
下
家
よ
り
ノ
借
家
證
書

　
　
　
　
　

芝
公
園
五
号
地　

永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
仏
輔
教

　
　
　
　
　

吉
田
郡
志
比
谷
村
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
平
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
悟
由

と
あ
る
よ
う
に
、
永
平
寺
東
京
出
張
所
の
大
仏
輔
教
、
永
平
寺
の
森
田
悟
由

が
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
）
9
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
道
正
庵
は
、
か
な
り
疲
弊
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
永

平
寺
の
援
助
に
よ
り
、
か
つ
て
の
敷
地
の
一
部
は
永
平
寺
の
所
有
地
と
し
て

現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
正
庵
に
安
置
し
て
い
た
道
元
ら

の
木
像
も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
門
内
は

木
像
を
護
国
院
へ
移
し
て
奉
安
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

抵
当
権
者
の
木
田
韜
光
を
始
め
永
平
寺
貫
首
森
田
悟
由
に
も
願
っ
た
の
で
は
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な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
森
田
と
は
師
兄
で
法
を
嗣
い
だ
天
瑞
白
龍
が
門
内
の

住
持
し
て
い
た
禅
芳
寺
三
世
で
あ
り
、
縁
の
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
木
田
を
再
建
工
事
の
総
裁
に
拝
請
し
て
奉
安
殿
と
称
す
る
本
堂

工
事
に
着
手
し
た
。
早
速
、
五
月
に
は
殿
堂
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

隣
地
で
御
料
林
五
千
坪
の
払
下
げ
も
出
願
し
た
。
十
二
月
に
は
御
料
林
の
払

下
げ
が
許
可
さ
）
10
（

れ
、
翌
四
十
三
年
三
月
に
は
地
形
築
り
が
終
わ
り
、
六
月
十

日
に
奉
安
殿
の
ほ
と
ん
ど
が
竣
工
し
た
。
そ
の
た
め
道
正
庵
よ
り
道
元
自
ら

が
御
点
眼
し
た
と
い
わ
れ
る
木
像
と
永
平
寺
二
祖
の
懐
弉
が
自
己
開
眼
し
た

と
い
わ
れ
る
木
像
を
奉
安
し
て
、
そ
の
入
仏
式
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
懐

弉
の
木
像
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。
奉
安
殿
は
開
山
堂
な
ど
の
独
立
し
た

建
物
で
は
な
く
、
本
堂
（
間
口
十
間
、
奥
行
十
七
間
半
）
に
道
元
ら
の
木
像

を
奉
安
し
た
こ
と
か
ら
本
堂
を
奉
安
殿
と
称
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

当
日
の
様
子
が
「
新
愛
知
」
第
6830
号
（
明
治
43
年
６
月
10
日
発
行
）
と

「
宗
報
」
第
330
号
（
明
治
43
年
９
月
15
日
発
行
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
あ
げ
て
み
る
と
、

　
　

●
奉
安
殿
入
仏
式　
　

客
年
五
月
、
起
工
に
係
る
當
市
東
区
布
池
町
の

承
陽
大
師
奉
安
殿
は
殆
ん
ど
竣
工
せ
し
に
付
、
昨
十
日
入
仏
式
を
挙
行

し
た
る
が
、
同
式
の
概
要
を
摘
記
せ
ん
に
午
前
十
時
開
基
徳
川
宗
春
卿

の
安
置
式
を
挙
行
し
、
次
で
上
棟
式
を
挙
行
し
た
る
が
、
参
加
寺
院
百

五
十
ケ
寺
の
僧
侶
出
席
、
大
般
若
の
転
読
、
発
起
人
総
代
と
し
て
堀
内

茂
左
衛
門
氏
の
建
堂
の
辞
、
森
本
善
七
氏
の
頌
辞
朗
読
、
木
田
総
裁
の

式
辞
、
白
井
有
志
寺
院
総
代
の
祝
辞
朗
読
あ
り
。
次
て
各
地
よ
り
来
し

祝
辞
祝
電
四
十
余
通
の
朗
読
、
続
て
該
工
事
関
係
者
伊
藤
棟
梁
以
下
工

匠
及
び
工
事
関
係
者
の
焼
香
、
次
で
発
起
人
一
同
の
焼
香
等
あ
り
。
更

に
午
後
二
時
半
よ
り
宝
祚
の
武
久
を
祈
る
為
め
祝
聖
を
行
ひ
、
次
で
本

尊
上
供
供
養
、
出
班
焼
香
、
入
仏
大
法
養
を
行
ひ
て
、
全
く
式
を
終
り

て
御
親
教
に
移
り
、
鈴
木
随
行
長
の
説
教
あ
り
た
り
。
而
し
て
本
日
も

零
時
三
十
分
大
般
若
経
を
転
読
し
、
施
主
家
の
祈
祷
、
施
主
家
先
亡
の

施
餓
鬼
法
会
を
行
ひ
終
つ
て
御
親
教
に
移
り
、
鈴
木
随
行
長
の
説
教
あ

る
筈
な
り
。
因
に
昨
日
参
集
し
た
る
は
、
前
記
寺
院
の
外
、
参
詣
の
老

若
男
女
千
三
百
余
名
な
り
と
。（「
新
愛
知
」）

　
　

十
日
十
一
日
ノ
護
国
院
奉
安
殿
入
仏
式
上
棟
式
ニ
御
臨
場
ア
ラ
セ
ラ
ル

入
仏
式

護
国
院
奉
安
殿
ニ
於
テ
ハ
、
朝
来
続
々
来
集
セ
シ
尊
宿
貴
賓

等
約
一
千
五
百
名
サ
シ
モ
、
間
口
十
間
奥
行
十
七
間
ノ
大
伽
藍
モ
立
錐

ノ
余
地
ナ
カ
リ
キ
、
午
後
一
時
殿
鐘
三
会
式
ハ
本
殿
ニ
開
カ
レ
タ
リ
。

総
裁
木
田
韜
光
師
ノ
先
導
ニ
テ
猊
下
数
多
ノ
随
行
ヲ
従
ヘ
サ
セ
ラ
レ
御

臨
場
、
上
棟
式
転
大
般
若
御
親
修
遊
ハ
サ
レ
、
次
テ
発
起
者
総
代
堀
内

茂
右
衛
門
氏
及
ヒ
監
督
総
代
森
本
善
七
氏
ノ
本
殿
創
立
ノ
主
旨
、
総
裁

木
田
韜
光
師
ノ
式
辞
、
大
阪
吉
祥
講
代
表
者
白
井
松
之
助
氏
、
當
地
有

志
寺
院
総
代 

陸
鉞
巌
師
ノ
祝
辞
了
テ
、
式
場
係
小
倉
俊
丈
ハ
四
方
雲
来

ノ
祝
文
祝
詞
祝
電
五
十
余
通
ヲ
朗
読
シ
暫
時
休
憩
、
其
間
参
拝
者
一

同

承
陽
大
師
ノ
御
真
儀
ニ
随
時
焼
香
、
二
時
半
ヨ
リ
再
ヒ
祝
聖
本
尊

上
供
、
三
祖
奉
安
式
、
出
班
焼
香
観
音
経
遶
行
ヲ
御
親
香
ア
ラ
セ
ラ

レ
、
次
テ
御
親
教
了
テ
鈴
木
侍
局
ノ
説
教
ア
リ
テ
式
ヲ
終
リ
、
祝
菜
ノ
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饗
応
ア
リ
。
近
年
稀
ナ
ル
盛
況
ナ
リ
キ
、
尚
十
一
日
モ
前
日
ト
同
様
ノ

法
要
ヲ
厳
修
シ
、
十
二
日
ヨ
リ
三
日
間
永
代
祠
堂
施
餓
鬼
会
ヲ
執
行
セ

シ
カ
、
日
々
多
数
ノ
参
拝
者
ア
リ
タ
リ
。
當
日
随
喜
寺
院
約
百
二
十
余

名
ナ
リ
。
猊
下
ハ
十
三
日
名
古
屋
発
錫
御
帰
京
ア
ラ
セ
ラ
ル
。（「
宗

報
」）

と
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
十
日
は
午
前
十
時
よ
り
開
基
徳
川
宗
春
卿
の

安
置
式
、
次
い
で
上
棟
式
を
挙
行
し
た
。
一
五
〇
ケ
寺
の
僧
侶
が
出
席
し
、

『
大
般
若
経
』
の
転
読
や
総
代
ら
の
祝
辞
、
祝
電
の
披
露
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
の
休
憩
時
間
に
は
、
参
拝
者
一
同
が
道
元
の
木
像
に
随
時
焼
香

し
、
午
後
二
時
半
よ
り
再
び
祝
聖
本
尊
上
供
、
三
祖
奉
安
式
が
森
田
悟
由
の

御
親
修
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
次
い
で
、
侍
局
の
鈴
木
天
山
随
行
長
の
説
教

も
あ
り
、
参
詣
者
は
老
若
男
女
一
、
三
〇
〇
余
人
を
数
え
る
程
で
あ
っ
た
。

　

翌
十
一
日
に
も
同
様
の
法
要
が
行
わ
れ
、
十
二
日
よ
り
三
日
間
は
永
代
祠

堂
施
餓
鬼
会
を
修
行
し
、
毎
日
多
く
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

六
月
十
日
の
入
仏
式
に
お
け
る
森
田
悟
由
の
香
語
は
、

　
　
　
　

尾
州
名
古
屋
市
奉
安
殿
入
仏
式

　
　

吉
祥
門
下
古
禅
林
。
新
改
㍼旧
観
㍽更
布
金
。
好
雨
洗
㍼清
天
地
㍽去
。
荘

厳
殿
上
演
㍼円
） 
11
（

音
⊿

と
あ
り
、
当
日
は
雨
天
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
雨
が
天
地
を
洗
い
清
め
、
新
し

く
成
っ
た
伽
藍
に
よ
き
雨
音
が
響
い
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
御
親

修
に
よ
る
出
班
焼
香
は
『
観
音
経
』
で
遶
行
し
た
と
あ
り
、
そ
れ
は
「
三
祖

奉
安
式
」
と
な
っ
て
い
る
。「
三
祖
」
は
二
祖
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
た
が
、

も
し
「
三
祖
」
な
ら
ば
、
道
元
と
懐
弉
以
外
の
誰
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

護
国
院
の
僧
堂
講
師
で
あ
っ
た
米
本
孝
巌
の
「
高
祖
道
打
成
の
霊
境
」
に
よ

れ
ば
、

　
　

今
更
改
め
て
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
仁
王
山
護
国
院

が
奉
安
殿
と
称
せ
ら
れ
て
、
高
祖
大
師
、
二
祖
国
師
、
太
祖
大
師
の
三

祖
を
奉
安
し
て
、
真
箇
の
曹
洞
精
神
を
弘
通
し
、
如
法
に
仏
道
を
研
学

修
禅
し
て
、
布
教
伝
道
と
、
人
材
の
養
成
に
、
貢
献
す
る
た
め
の
道
場

を
建
立
さ
れ
た
理
想
と
抱
負
と
の
由
来
を
三
省
四
思
す
る
こ
と
は
、
決

し
て
無
意
義
の
こ
と
で
な
い
と
信
じ
ま
）
12
（

す
。

と
い
っ
て
お
り
、
高
祖
大
師
（
道
元
）
と
二
祖
国
師
（
懐
弉
）、
太
祖
大
師

（
瑩
山
）
の
三
祖
の
奉
安
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
正
四
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
を

編
纂
す
る
た
め
、
護
国
院
を
調
査
し
た
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
名
古

屋
寺
院
誌
東
区

』
の
「
護
国
院
」
に
は
、

　
　

承
陽
大
師
木
像

伝
自
己
開
眼

元
在
京
都
道
正
庵

　
　

孤
雲
懐
弉
木
像

伝
自
己
開
眼

元
在
京
都
道
正
庵

と
あ
り
、
続
い
て
「
道
元
、
孤
雲
二
師
ノ
木
像
ハ
明
治
四
十
三
年
六
月
十
日

京
都
道
正
庵
ヨ
リ
移
転
入
仏
式
ヲ
挙
ゲ
タ
リ
」
と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

京
都
の
道
正
庵
よ
り
道
元
と
懐
弉
の
二
祖
師
の
木
像
を
移
転
し
た
と
あ
る
。

し
か
し
、「
宗
報
」
第
三
三
〇
号
に
は
「
三
祖
奉
安
式
」
と
な
っ
て
お
り
、

米
本
孝
巌
の
指
摘
し
た
太
祖
大
師
の
木
像
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
道
正
庵
よ
り
道
元
と
懐
弉
の
木
像
を
奉
安
し
た
後
、
新
た
に

太
祖
の
木
像
あ
る
い
は
位
牌
を
奉
安
し
て
三
祖
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
道
正
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
た
木
像
に
つ
い
て
、
道
正
庵
の
文
書
か
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ら
な
が
め
て
み
よ
う
。
現
在
、
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
「
道
正
庵
安
置
高
祖
御

木
像
改
装
一
件
」
に
よ
る
と
、
永
平
寺
六
十
世
臥
雲
童
龍
が
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
に
上
洛
の
折
、
道
正
庵
の
道
元
ら
の
木
像
に
対
し
て
環
を
と
り
は

ず
す
改
造
の
沙
汰
を
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の

道
正
庵
の
答
え
は
、

　
　
　
　
　

答
申
上
仰
之
通
何
歟
差
縺
候
趣
伝
承
仕
候

　
　

一
於
道
正
庵
に
永
平
寺
惣
持
寺
開
山
之
像
并
に
道
正
庵
元
祖
之
像
安
置

致
有
を
、
當
春
永
平
寺
よ
り
當
表
え
役
僧
を
以
右
木
像
之
環
紐
取
直

し
候
趣
、
其
上
金
銀
之
わ
い
ろ
う
に
て
も
貰
取
計
候
哉
、
何
歟
永
平

寺
よ
り
書
達
に
て
も
可
有
筈
、
岐
度
相
答
候
様
御
達

　
　
　
　
　

御
答
申
上
、
右
者
去
ル
寅
年
比
永
平
寺
被
達
候
儀
者
開
山
之
法

服
等
相
違
之
処
有
之
間
、
早
速
可
相
直
様
被
申
達
を
直
し
方
後

れ
有
之
に
付
、
當
二
月
拙
童
と
申
僧
上
京
に
て
申
候
者
、
已
前

相
達
置
候
通
、
急
々
取
計
候
様
申
聞
候
に
付
、
早
速
に
取
掛
相

直
し
申
候

　
　
　

右
に
付
わ
い
ろ
う
等
聊
不
申
請
、
尤
左
様
之
儀
は
毛
頭
無
御
座
候
、

付
て
者
拙
童
口
達
に
て
取
計
候
筈
に
は
無
之
聢
と
證
拠
之
書
達
に
て

も
有
之
者
、
無
相
違
有
体
に
申
様
御
達

と
あ
り
、
道
正
庵
に
は
永
平
寺
、
總
持
寺
の
両
開
山
像
と
道
正
庵
の
元
祖
の

像
（
木
下
道
正
）
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
春
、
永
平
寺
よ

り
役
僧
の
拙
）
13
（

童
が
来
て
、
こ
の
木
像
の
環
紐
を
取
は
ず
す
こ
と
と
金
銀
の
わ

い
ろ
ま
で
請
求
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
の

大
仏
師
ら
が
西
御
奉
行
所
へ
差
出
し
た
「
口
上
書
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　

京
都
大
仏
師
共

　
　
　
　
　

西
御
奉
行
所
え
差
出
書
面　
弐
通
之
内

　
　
　
　
　

就
御
尋
口
上
書

　
　

一
道
正
庵
安
置
之
木
像
相
直
し
候
儀
御
尋
御
座
候
、
此
義

　
　
　

永
平
寺
開
山
道
元
禅
師
木
像
は
古
来
之
古
規
様

　
　
　

大
衣
に
當
二
月
相
直
し
并
道
正
庵
木
像
者
古
来
之
外

　
　
　

古
規
様
五
条
衣
之
木
像
に
新
規
、
當
二
月
相
拵
申
候
、

　
　
　

且
又
惣
持
寺
開
山
木
像
之
儀
者
、
い
ま
た
其
侭
に
て
御
座
候
、

　
　
　

就
御
尋
此
段
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
仏
師

　
　
　
　
　
　
興
聖
寺
開
山
之
義
者
、
萬
安
和
尚
時
代
に

建
仁
寺
よ
り
拝
請
之
趣
承
知
仕
候

　
　
　
　
　

御
尋
に
付
乍
恐
口
上
書

　
　

一
私
共
今
日
被
召
出
古
木
像
三
体
、
時
代
年
数
監

（
マ
マ
）定

　
　
　

可
申
上
旨
被
仰
渡
奉
畏
拝
見
仕
候
処
、
古
代
之
風
有
之

　
　
　

候
様
相
見
え
候
得
と
も
、
何
分
五
六
十
年
前
修
覆
有
之
候
趣
に

　
　
　

相
見
え
候
、
其
節
多
分
手
入
に
相
成
候
様
奉
存
候
に
付
、
年

　
　
　

暦
等
難
相
分
、
尤
右
三
体
之
内
、
道
元
禅
師
像
袈
裟

　
　
　

之
処
、
近
頃
之
直
シ
有
之
候
様
相
見
得
申
候
、
就
御
尋
此
段

　
　
　

奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
助
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源
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
郎
左
衛
門

と
あ
り
、
二
月
に
は
道
元
の
木
像
を
古
来
の
古
規
衣
の
大
衣
に
直
し
、
木
下

道
正
の
木
像
は
、
新
し
く
古
規
の
五
条
衣
の
木
像
と
し
た
。
ま
た
、
總
持
寺

開
山
の
瑩
山
の
木
像
は
、
従
来
の
ま
ま
に
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
仏
師
ら
に

よ
る
時
代
年
数
の
監

（
マ
マ
）定

に
よ
れ
ば
、
五
〜
六
十
年
前
に
修
復
し
た
も
の
と
み

ら
れ
、
そ
の
際
に
か
な
り
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
年
暦
な
ど
は
判
明

し
な
い
。
道
元
の
木
像
の
袈
裟
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
直
し
が
入
っ
て
い
る

よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
道
正
庵
に
は
道
元
、
瑩
山
、
木
下
道
正
の
三
体
の
木
像
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
道
元
、
瑩
山
が
祀
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、

永
平
寺
か
總
持
寺
で
の
瑞
世
を
終
え
て
綸
旨
頂
戴
の
た
め
に
京
へ
上
り
、
参

内
す
る
作
法
な
ど
を
道
正
庵
で
習
う
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
こ
で
宿
泊
し
た
際
、

衆
寮
で
朝
夕
の
勤
行
を
行
う
と
こ
ろ
か
ら
安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
安
政
四
年
十
月
二
十
七
日
に
永
平
寺
代
と
し
て
江
戸
の
大
円
寺
の
是

山
、
海
雲
寺
の
常
焉
、
海
晏
寺
の
慈
光
か
ら
寺
社
奉
行
所
へ
出
さ
れ
た
「
口

上
書
」（
永
平
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
月
に
道
正

庵
知
客
の
田
中
正
蔵
よ
り
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

　
　

去
子
年
三
月

　
　

禁
裡
御
撫
物
御
守
護
役
永
平
寺
代
是
山
相
勤
候
節
、
右
三
ヶ
寺
触
達
之

趣
道
正
菴
并
同
菴
知
客
田
中
正
蔵
え
申
聞
、
菴
内
に
安
置
有
之
宗
祖
之

木
像
は
、
天
明
年
中
當
菴
類
焼
之
節
、
実
は
焼
損
之
由
に
候
得
共
、
修

復
と
申
立
再
造
之
趣
に
承
及
候
間
、
其
節
よ
り
定
て
弊
風
衣
着
用
之
像

に
相
成
候
事
と
存
候
。
當
年
は
、
別
て
宗
祖
之
六
百
年
忌
相
當
に
て
諸

国
寺
院
も
當
菴
に
可
致
群
宿
候
間
、
早
々
改
正
可
申
上
置
旨
相
達
候
様

に
禅
師
よ
り
被
申
付
候
。
依
て
此
段
可
相
心
得
旨
申
渡
候
処
、
菴
主
正

蔵
共
承
知
仕
早
々
御
改
正
可
申
上
旨
申
答
候
。
猶
又
菴
主
申
候
に
は
、

三
衣
改
正
之
儀
、
関
東
よ
り
御
触
達
御
座
候
段
、
昨
年
よ
り
内
々
聞
及

申
候
。
兼
て
其
心
得
に
罷
在
候
。
當
菴
元
祖
之
木
像
往
古
よ
り
御
本
山

に
安
置
之
像
は
、
如
法
之
御
袈
裟
着
用
仕
候
処
、
當
菴
に
安
置
仕
候
像

は
、
慶
安
天
明
類
焼
之
節
造
り
替
申
候
哉
。
掛
子
着
用
に
相
成
居
申
候

間
、
今
般
宗
祖
之
御
像
改
正
申
上
候
序
に
、
元
祖
之
像
も
御
本
山
に
御

座
候
通
に
如
法
之
御
袈
裟
着
用
之
像
に
仕
度
奉
存
候
。
乍
併
御
袈
裟
着

用
之
像
に
は
不
相
成
者
に
御
座
候
哉
与
相
尋
申
候
間
、
是
山
相
答
候
に

は
、
夫
は
結
好

（
マ
マ
）成

所
存
也
。
本
山
開
山
堂
に
往
古
よ
り
安
置
之
像
は

如
法
之
御
袈
裟
着
用
に
候
間
、
當
菴
之
像
も
同
様
可
有
之
筈
、
掛
子
は

元
来
仏
教
祖
訓
に
も
無
之
、
後
人
之
妄
作
近
来
之
弊
風
衣
に
候
得
共
、

弐
百
年
来
よ
り
追
々
相
用
来
候
間
、
定
て
天
明
火
災
修
復
之
時
、
右
様

掛
子
着
用
之
像
に
相
成
候
事
に
存
候
間
、
永
平
寺
え
往
古
よ
り
在
之
像

之
通
に
可
致
改
正
旨
申
聞
…
…

と
あ
り
、
道
正
庵
に
あ
る
道
元
の
木
像
は
、
天
明
年
中
（
一
七
八
一

－

八

八
）
に
道
正
庵
が
類
焼
の
節
、
実
際
は
焼
失
し
た
が
、
修
復
と
申
し
立
て
再

造
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
弊
風
衣
（
掛
絡
）
着
用
の
像
と
な
っ
た
。
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そ
れ
を
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
道
元
六
百
回
忌
に
あ
た
り
、
改
正
す
る

こ
と
を
諸
国
寺
院
へ
触
が
出
さ
れ
、
道
正
庵
へ
も
達
が
あ
っ
た
。
往
古
よ
り

永
平
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
道
元
の
木
像
は
、
如
法
の
袈
裟
を
着
用
し
て
い

る
が
、
道
正
庵
の
木
像
は
慶
安
（
一
六
四
八

－

五
一
）、
天
明
（
一
七
八
一

－

八
八
）
期
に
類
焼
し
た
た
め
、
造
り
替
え
し
て
掛
絡
の
着
用
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
般
、
道
元
の
像
を
改
正
す
る
つ
い
で
に
木
下
道
正
の
像
も
如
法

衣
着
用
の
像
と
し
た
い
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
是
山
の
答
え
は
結
好
（
マ
マ
）と
い
い
、

掛
絡
は
仏
教
祖
訓
に
も
な
い
後
人
の
妄
作
の
弊
風
衣
で
あ
る
。
天
明
の
火
災

で
修
復
し
た
時
、
掛
絡
の
着
用
の
像
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
永
平
寺
に
あ
る

往
古
の
像
の
通
り
に
改
正
す
べ
き
と
い
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
口
上
書
」
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
慶
安
か
天
明
の
類
焼
以
前
の

道
正
庵
の
道
元
の
木
像
が
、
袈
裟
で
あ
っ
た
こ
と
。
し
か
し
、
類
焼
後
に
再

造
し
た
も
の
か
ら
掛
絡
と
な
っ
た
。
家
祖
の
木
下
道
正
の
木
像
も
同
じ
よ
う

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
現
在
の
道
正
庵
に
あ
る
木
像
を
み
る
と
、
木
下
道
正
の
木
像
が
二

体
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
体
は
僧
形
で
、
も
う
一
体
は
衣
冠
束
帯
像
で
あ

る
。
僧
形
は
縦
七
十
三
セ
ン
チ
、
横
四
十
九
セ
ン
チ
、
奥
行
三
十
一
セ
ン
チ

の
木
造
漆
塗
で
、
掛
絡
を
搭
け
て
い
る
。
こ
の
木
像
は
、
平
成
十
四
年
（
二

〇
〇
二
）
三
月
の
道
元
禅
師
七
百
五
十
回
忌
の
時
、
記
念
事
業
と
し
て
永
平

寺
の
聖
宝
閣
を
改
築
し
た
際
に
展
示
さ
れ
）
14
（

た
。
な
お
、
永
平
寺
承
陽
殿
に
安

置
さ
れ
て
い
る
木
下
道
正
像
（
始
祖
道
正
大
菴
主
）
は
、
現
在
、
全
体
が
黒

漆
で
塗
ら
れ
て
お
り
、
掛
絡
で
は
な
く
環
の
な
い
袈
裟
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
嘉
永
〜
安
政
年
間
（
一
八
四
八

－

五
九
）
の
三
衣
論
争
の
時
、
掛
絡

を
覆
い
隠
し
て
袈
裟
に
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
袈
裟
で

あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
縦
七
十
五
セ
ン
チ
、
横
五
十
セ
ン
チ
、

奥
行
二
十
九
セ
ン
チ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
道
正
庵
安
置
の
木
像
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
道
正
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
る
木
像
と
作
成
時

期
な
ど
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一

六
九
八
）
七
月
の
裏
書
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
元
禄
年
間
に
は
安
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
）
15
（

る
。

　

で
は
、
衣
冠
束
帯
像
を
み
る
と
、
僧
形
よ
り
か
な
り
小
さ
く
縦
二
十
八
・

二
セ
ン
チ
、
横
三
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
奥
行
二
十
五
・
四
セ
ン
チ
で
、
台
座

の
裏
に
は
、

　
　

當
處
元
祖
隆
英
之
肖
像

　
　
　

明
治
廿
壱
年
十
一
月
廿
四
日
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
九
代　

隆
禧
九
拝

と
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日
に
木
下
隆
禧
が
台
座
を
作
り
記

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
位
牌
を
み
る
と
、
道
元
、
懐
弉
、
義
介
、
瑩
山
、
峨
山
の
位
牌
が
あ

る
。
道
元
の
位
牌
は
、
表
が
「
永
平
開
山
仏
性
伝
東
国
師
」、
裏
に
は
「
嘉

永
七
年
二
月
廿
四
日
依
勅
許
謹
改
之
」
と
あ
る
。
瑩
山
は
、
表
に
「
惣
持
開

山
弘
徳
円
明
国
師
」
と
あ
る
の
み
で
、
裏
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
は
、
道
正
庵
衆
寮
に
あ
っ
た
木
像
の
前
に
あ
っ
た
位
牌
で
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
木
下
道
正
の
位
牌
は
、
表
が
「
道
正
庵
元
祖
道
正
大
庵
主
」
と
あ

り
、
裏
に
は
「
縣
山
金
吾
将
軍
通
議
大
夫
藤
原
隆
英
朝
臣　

宝
治
二
戊　

　

申

年

七
月
廿
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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日
牌
の
「
過
去
帳
」
は
、
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
九
月
に
藤
原
隆
禧
が

改
め
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
八
日
に
は
「
永
平
開
山
仏
性
伝
東
国

師

建
長
五
丑
八
月
」
と
あ
り
、
十
五
日
に
は
「
總
持
開
山
弘
徳
円
明
国

師

正
中
二
丑
八
月
」
と
あ
る
。
道
元
と
瑩
山
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
懐

弉
、
義
介
、
峨
山
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
、
道
正
庵
の
文
書
、
木
像
、
位
牌
、
過
去
帳
な
ど
の
考
察
か
ら
、
道

正
庵
よ
り
護
国
院
へ
奉
安
さ
れ
た
も
の
は
道
元
と
瑩
山
の
木
像
の
み
で
、
懐

弉
の
木
像
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
位
牌
は
奉
安
さ
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
両
祖
師
と
も
国
師
号
に
な
っ
て
い
る
た
め

で
、
明
治
十
二
年
と
四
十
二
年
に
は
承
陽
大
師
、
常
済
大
師
と
大
師
号
を
勅

賜
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
護
国
院
で
新
し
い
大
師
号
の
位
牌
が
作
ら
れ
、

祀
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
、
奉
安
さ
れ

て
い
た
木
像
を
み
た
人
は
誰
も
い
な
い
。
そ
の
た
め
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
道
元
の
木
像
は
、
三
衣
論
争
で
袈
裟
の
環
が
と
り
は
ず
さ

れ
た
姿
と
な
り
、
一
方
、
瑩
山
は
、
従
来
の
ま
ま
の
環
が
つ
い
て
い
る
袈
裟

の
姿
で
あ
っ
た
。
文
書
か
ら
み
る
限
り
、
道
元
の
木
像
は
三
衣
論
争
で
環
を

と
り
は
ず
し
た
姿
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
と
り
は
ず
し
さ
れ
た
か
は
明
確

で
な
い
。
木
下
道
正
木
像
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
道
正
庵
（
木
下
武

彦
氏
宅
）
に
あ
る
道
正
像
は
掛
絡
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
環
が
つ
い
た

袈
裟
で
あ
っ
た
か
、
つ
い
て
い
な
い
袈
裟
で
あ
っ
た
か
を
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

護
国
院
が
奉
安
殿
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
永
平
寺
と
同
じ
よ
う
に
掛
搭
す

る
雲
水
が
で
て
き
た
。
永
平
寺
安
居
僧
の
記
録
で
あ
る
『
大
圓
覚
海
』
に
よ

れ
ば
、
明
治
四
十
三
年
十
月
一
日
に
は
馬
場
観
道
（
群
馬
県
上
野
国
佐
波
郡

伊
勢
崎
町　

同
聚
院
住
職
鶴
牧
得
之
徒
弟
）、
玉
嶋
鶴
禅
（
山
梨
県
西
八
代

郡
久
那
土
村　

長
松
院
住
職
玉
嶋
鐵
牛
徒
弟
）
の
二
人
が
直
接
に
掛
搭
し
て

い
る
。
ま
た
、
十
二
月
一
日
か
ら
七
日
間
、
接
心
会
を
修
行
し
た
。
そ
れ
に

は
一
般
の
方
の
参
禅
も
許
さ
れ
て
い
る
。
入
仏
式
以
来
、
永
平
寺
よ
り
数
十

名
の
雲
衲
が
派
出
さ
れ
て
お
り
、
西
堂
の
戸
沢
春
堂
、
単
頭
の
鴻
春
湖
ら
が

接
衆
に
務
め
）
16
（

た
。

　

翌
四
十
四
年
一
月
二
十
三
日
、
門
内
は
三
年
間
務
め
た
兼
務
住
職
を
辞
任

し
、
奉
安
殿
再
建
工
事
の
総
裁
で
あ
っ
た
木
田
韜
光
が
住
職
に
就
い
た
。
門

内
は
監
寺
と
な
り
、
護
国
院
の
実
質
上
の
運
営
に
力
を
尽
し
陰
の
源
動
力
者

と
な
っ
た
。

注（
１
）  

禅
芳
寺
の
略
由
緒
は
、『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
（
大
正
四
年
七
月　

名
古
屋

市
役
所
）
五
八
一
頁
に
よ
る
。

（
２
）  

門
内
大
英
の
略
伝
は
、
柴
山
游
月
「
面
影
」（
昭
和
五
十
九
年
六
月　
『
奉
安
殿

と
門
内
監
寺
老
師
』（
奉
安
殿
同
参
会
））
五
十
八
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
３
）  

道
正
庵
と
曹
洞
宗
と
の
関
係
や
参
内
に
お
け
る
礼
金
や
道
正
庵
の
運
営
が
曹
洞

宗
一
宗
の
勧
化
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
永
平
寺
史
』（
昭
和
五
十
七
年
九
月　

大
本
山
永
平
寺
）
五
九
六

－

六
〇
〇
頁
に
よ
っ
た
。

（
４
）  
粟
野
俊
之
「（
解
説
）
道
正
庵
文
書
「
一
貞
譲
状
」（
そ
の
一
）（
平
成
十
三
年

一
月　
「
傘
松
」
第
六
八
八
号
）
井
原
淑
朱
「
總
持
寺
宝
物
殿
所
蔵
の
道
正
庵
関

係
資
料
に
つ
い
て
」（
平
成
十
八
年
三
月　
「
宗
学
研
究
」
第
四
十
八
号
）
納
冨
常
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天
「
總
持
寺
宝
物
殿
所
蔵
『
道
正
庵
文
書
』」（
平
成
十
八
年
四
月　
「
鶴
見
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
十
一
号
）
な
ど
に
も
道
正
庵
の
こ
と
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。

（
５
）  

栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』（
昭
和
十
三
年
三
月　

大
本
山
總
持
寺
）
三
二
一

－

二
頁
の
出
世
参
内
の
最
終
期
に
よ
る
。
ま
た
、
麻
蒔
舌
渓
『
曹
洞
宗
史
要
』（
明

治
二
十
六
年
五
月　

明
教
社
）
一
三
二
、
一
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
に
僧

位
僧
官
な
ど
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
転
衣
の
儀
式
が
か
わ
っ
て
き
た
こ
と

を
い
う
。

（
６
）  

道
正
庵
の
略
由
緒
は
、
明
治
元
年
十
一
月
に
道
正
庵
法
眼
よ
り
京
都
府
御
役
所

へ
出
さ
れ
た
「
口
上
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
年
十
月
に
改
め

ら
れ
た
「
社
寺
録
」（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
）
に
所
収
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
境
内
の
坪
数
や
建
物
の
配
置
図
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
建
物
に
は

衆
寮
、
玄
関
、
台
所
、
広
間
、
書
院
が
あ
る
。
衆
寮
は
桁
行
拾
間
半
、
梁
行
五
間

半
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
江
戸
期
は
課
役
免
除
の
特
典
を
与
え
ら
れ
て
い

た
（
松
本
利
治
『
京
都
市
町
名
変
遷
史
１　

御
所
周
辺
Ⅰ
（
上
京
区
）』（
昭
和
六

十
三
年
二
月　

京
都
市
町
名
変
遷
史
研
究
所
）
六
三
八
頁
）。
境
内
地
の
総
坪
数

は
六
九
二
坪
二
分
二
厘
二
毛
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
三
年
十
月
に
道
正
庵
法
眼

よ
り
京
都
御
政
府
へ
出
さ
れ
た
「
拝
領
地
」（
明
治
三
年
十
月
「
諸
寺
院
坪
数

留
」
京
都
府
土
木
掛
）
所
収
に
よ
れ
ば
、
総
坪
数
六
六
九
坪
七
分
三
厘
で
、
そ
の

内
の
二
九
三
坪
七
分
五
厘
が
家
の
建
坪
で
、
三
七
五
坪
九
分
八
厘
が
空
地
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
両
文
書
で
は
、
坪
数
の
相
違
が
み
え
る
。
そ
の
後
、
道
正
庵
は
明

治
十
八
年
に
作
成
さ
れ
た
「
寺
院
明
細
帳
（
府
内
）」
に
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
間
に
道
正
庵
は
な
く
な
り
、
土
地
も
建
物
も
木
下
氏
（
二
十
八
代
隆
従
、
二

十
九
代
隆
禧
）
の
所
有
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
木
下
家
は
疲
弊
し
た
た
め
土
地
の

切
り
売
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
７
）  

永
平
寺
蔵
「
道
正
庵
文
書
」
七
〇
二
の
「
追
認
證
書
正
式
謄
本
」
に
よ
る
。

（
８
）  

京
都
市
上
京
区
新
町
通
寺
之
内
上
る
二
丁
目
道
正
町
四
六
六
番
（
五
三
五
、
七

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
四
六
七
番
一
の
一
（
六
六
九
、
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
登

記
記
録
に
よ
る
。

（
９
）  

永
平
寺
蔵
「
道
正
庵
文
書
」
七
〇
九
の
「
領
収
證
」「
抵
當
権
取
消
に
要
す
る

書
上
」
に
よ
る
。

（
10
）  

御
料
林
払
下
げ
に
つ
い
て
は
「
新
愛
知
」
第
六
七
三
一
号
（
明
治
四
十
三
年
三

月
二
日
発
行
）
で
出
願
中
と
い
う
が
、「
新
愛
知
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
三
年

二
月
に
払
下
げ
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
11
）  

森
田
悟
由
の
奉
安
殿
入
仏
式
の
香
語
は
『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
二
巻

（
大
正
八
年
三
月　

三
合
庵
）
五
十
七
丁
右
に
あ
る
。

（
12
）  

米
本
孝
巌
「
高
祖
道
打
成
の
霊
境
」
は
「
護
国
」
第
五
号
（
昭
和
十
年
六
月
二

十
日　

淡
交
会
）
十
二
頁
に
あ
る
。

（
13
）  

永
平
寺
よ
り
の
役
僧
の
名
は
、『
永
平
寺
史
』
一
三
一
六
頁
で
「
拙
量
」
と
あ

る
が
、「
拙
童
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）  

『
大
本
山
永
平
寺
瑠
璃
聖
宝
閣
』（
平
成
十
四
年
九
月　

大
本
山
永
平
寺
）
二
十

四
頁
、
六
十
二
頁
で
「
木
下
道
正
庵
主
坐
像
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

（
15
）  

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
七
月
が
家
祖
木
下
道
正
の
四
五
〇
回
忌
に
あ
た

り
、
曽
孫
の
貞
順
が
新
し
く
木
像
を
作
り
奉
納
し
た
。
そ
の
木
像
の
裏
に
は
「
書

安
置
永
平
寺
當
庵
元
祖
高
像
之
後

道
正
庵
元
祖
道
正
大
庵
主
彫
像
俗
姓
縣
山
従

三
位
行
左
衛
門
督
藤
原
隆
英
謹
依

特
賜
大
證
無
得
大
禅
師
之
尊
命
奉
安

吉
祥

山
永
平
禅
寺
承
陽
庵
塔
下
、
伏
願

仏
日
増
輝

祖
風
永
扇

寺
門
清
浄

家
道

繁
興

元
禄
第
十
一
龍
集
戊　

　

寅
七
月
卄
四
日

洛
陽
木
下
道
正
庵
二
十
一
代
孫
隆

守
貞
順
謹
誌
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。（「
道
正
庵
備
忘
集
」
一
六
七
（
永
平
寺
蔵
））

（
16
）  

護
国
院
で
の
臘
八
接
心
に
つ
い
て
は
、「
新
愛
知
」
第
六
九
九
八
号
（
明
治
四

十
三
年
十
一
月
三
十
日
発
行
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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付
説
─
─
護
国
院
住
職
に
就
く
ま
で
の
門
内
大
英
─
─

　

門
内
が
明
治
七
年
五
月
十
八
日
に
禅
芳
寺
六
世
に
就
き
、
同
四
十
一
年
七

月
九
日
に
護
国
院
の
兼
務
住
職
に
な
っ
た
頃
迄
を
み
た
い
。
残
念
な
が
ら
文

書
な
ど
の
資
料
が
な
い
た
め
、
地
元
で
発
行
さ
れ
た
仏
教
新
聞
の
「
能
仁
新

報
」
や
曹
洞
宗
務
局
文
書
課
よ
り
出
た
「
宗
報
」
な
ど
を
中
心
に
な
が
め
て

み
る
。

　

明
治
二
十
五
年
八
月
十
七
日
に
は
永
平
寺
、
總
持
寺
の
両
本
山
は
分
離
す

る
か
、
非
分
離
か
の
紛
議
が
起
り
、
そ
れ
に
対
し
名
古
屋
で
は
、
両
本
山
非

分
離
同
志
会
が
組
織
さ
れ
、
禅
芳
寺
に
そ
の
事
務
所
が
置
か
れ
た
。
そ
こ

で
、
役
員
を
定
め
規
則
を
設
け
て
各
寺
院
よ
り
義
捐
金
を
募
集
し
て
運
動
が

進
ん
で
い
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
二
〇
号
）
九
月
十
七
日
に
は
、
禅
芳

寺
で
愛
知
県
下
の
非
分
離
主
義
寺
院
の
集
会
が
開
か
れ
、
同
日
の
夜
に
は
大

光
院
（
名
古
屋
市
中
区
大
須
）
で
金
山
貫
苗
ら
を
招
聘
し
て
大
演
説
会
を

行
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
二
四
号
）
十
月
一
日
に
は
、
禅
芳
寺
内
に

あ
っ
た
金
毘
羅
堂
が
前
年
の
濃
尾
震
災
で
破
損
し
た
た
め
修
理
し
、
上
棟
式

と
入
仏
式
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
二
五
号
）
十
二
月

十
三
日
に
は
愛
知
仏
教
会
の
発
起
で
、
大
光
院
に
お
い
て
開
か
れ
た
千
島
艦

沈
没
者
追
弔
会
に
随
喜
し
て
い
る
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
三
七
号
）

　

同
二
十
六
年
十
二
月
に
は
、
名
古
屋
市
内
の
信
徒
布
教
に
中
学
林
の
職
員

を
水
野
道
秀
ら
が
私
立
曹
洞
教
育
と
称
し
て
各
所
で
講
莚
を
開
い
た
。
し
か

し
、
今
回
か
ら
は
組
織
を
変
え
、「
名
古
屋
吉
祥
講
」
と
改
称
し
て
、
市
内

を
八
部
に
区
分
し
、
役
員
六
、
七
名
を
各
部
に
配
置
し
て
講
員
事
務
を
整
理

し
て
い
る
。
な
お
、
禅
芳
寺
は
第
二
部
で
あ
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
一
八

九
号
）

　

同
二
十
七
年
三
月
に
は
、「
名
古
屋
吉
祥
講
」
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、

各
地
か
ら
支
部
の
設
置
の
申
し
込
み
が
多
く
な
っ
た
た
め
「
愛
知
吉
祥
講
」

と
改
称
し
、
同
講
の
布
教
師
も
任
命
さ
れ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
二
〇
二

号
）
ま
た
、
四
月
二
十
七
日
に
禅
芳
寺
で
「
愛
知
吉
祥
講
」
第
三
号
支
部
の

発
会
式
が
あ
り
、
降
雨
に
も
拘
ら
ず
参
詣
者
で
溢
れ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第

二
一
五
号
、
第
二
一
七
号
）
七
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
は
、
禅
芳
寺
で

野
々
部
至
遊
、
水
野
道
秀
ら
の
説
教
、
法
話
の
吉
祥
講
が
開
か
れ
た
。（「
能

仁
新
報
」
第
二
九
〇
号
、
第
二
九
二
号
）

　

同
二
十
九
年
に
は
、
四
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
禅
芳
寺
内
の
吉
祥
講

第
三
号
支
部
で
、
門
内
の
導
師
に
よ
っ
て
両
祖
の
報
恩
諷
経
、
講
員
の
先
祖

追
福
の
無
縁
大
施
餓
鬼
会
が
営
ま
れ
、
早
川
見
龍
が
法
話
を
行
っ
て
い
る
。

（「
能
仁
新
報
」
第
四
一
〇
号
）

　

同
三
十
年
に
は
、
三
月
よ
り
門
内
が
首
唱
者
と
な
っ
て
信
徒
の
妄
信
を
除

去
す
る
た
め
、
禅
芳
寺
に
仏
教
の
通
俗
講
義
所
を
設
け
た
。
毎
月
十
日
と
二

十
日
の
両
夜
に
水
野
道
秀
と
早
川
見
龍
が
講
師
と
な
り
、『
参
同
契
』
や

『
仏
遺
教
経
』
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
講
義
は
同
三
十
三
年
三
月
迄
は

続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。（「
宗
報
」
第
四
十
号
、
第
九
十
号
）

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
（
明
治
二
十
九
年
）
か
ら
永
平
寺
へ
の
参
拝
者
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
鉄
道
の
北
陸
線
が
福
井
ま
で
開
通
し
た
た
め
で
あ
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る
。
同
三
十
二
年
に
は
米
原
か
ら
富
山
ま
で
が
開
通
し
て
お
り
、
容
易
に
永

平
寺
へ
参
詣
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
三
十
年
九
月
二
十
八
日

に
は
、
森
田
悟
由
永
平
寺
貫
首
、
畔
上
楳
仙
總
持
寺
貫
首
よ
り
全
国
末
派
寺

院
へ

　
　

告
諭

　
　

却
後
明
治
三
十
五
年
九
月
ハ
実
ニ
本
宗

　
　

高
祖
勅
謚
仏
性
伝
東
国
師
承
陽
大
師
ノ
第
六
百
五
十
回
遠
諱
ノ
聖
辰
ニ

丁
レ
リ
。
大
本
山
永
平
寺
ハ
前
例
ヲ
参
酌
シ
、
今
年
ヨ
リ
遠
諱
営
弁
ノ

準
備
ニ
従
事
シ
、
闔
宗
緇
素
ノ
協
力
ヲ
以
テ
仏
殿
僧
堂
庫
院
等
ヲ
改
築

シ
及
諸
堂
ノ
営
繕
ヲ
加
ヘ
、
且
仏
器
法
器
其
他
必
要
ノ
什
器
ヲ
調
製

シ
、
慇
懃
鄭
重
ニ
恩
徳
報
酬
ノ
法
要
ヲ
正
當
ノ
聖
辰
ニ
奉
修
セ
ン
ト
欲

ス
。
惟
フ
ニ　

高
祖
大
師
ノ
聖
徳
諱
業
ハ
広
大
悠
遠
ニ
シ
テ
、
今
日
ノ

宗
門
ア
ル
コ
ト
ヲ
致
シ
、
幾
万
ノ
法
孫
ト
幾
百
万
ノ
檀
信
ハ
実
ニ
江
海

罔
極
ノ
慈
恩
ニ
沐
浴
セ
リ
。
是
故
ニ
末
派
寺
院
僧
衆
ハ
精
誠
ヲ
傾
ケ
、

此
盛
挙
ヲ
翼
賛
シ
、
又
檀
越
信
徒
ヲ
勧
奨
シ
テ
此
大
典
ニ
随
喜
セ
シ

メ
、
切
ニ
報
恩
謝
徳
ノ
道
念
ヲ
竭
シ
初
中
後
ノ
完
全
円
満
ヲ
企
図
ス
ベ

シ
。

　
　
　

明
治
三
十
年
九
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
貫
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勅
賜
性
海
慈
船
禅
師　
　

森　

田　

悟　

由

　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
總
持
寺
貫
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勅
賜
法
雲
普
蓋
禅
師　
　

畔　

上　

楳　

仙

と
、
来
る
同
三
十
五
年
に
迎
え
る
道
元
禅
師
六
五
〇
回
遠
忌
を
奉
修
す
る

「
告
諭
」
が
普
達
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
永
平
寺
へ
の
参
拝
者
が
多
く
な
り
、

「
愛
知
吉
祥
講
」
で
は
永
平
寺
内
に
参
詣
者
の
宿
坊
の
建
立
が
計
画
さ
れ
寄

附
金
の
勧
募
を
始
め
た
。（「
宗
報
」
第
四
十
号
）
同
三
十
一
年
に
は
建
設
許

可
が
出
て
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

三
十
一
年
九
月
五
日
に
は
、
午
後
一
時
よ
り
禅
芳
寺
で
愛
知
吉
祥
講
第
三

号
支
部
の
世
話
人
な
ど
が
出
席
し
て
両
祖
の
御
忌
を
営
ん
だ
。
そ
の
概
況
を

み
る
と
、

　
　

宗
祖
御
忌
と
水
陸
勝
会

　
　

當
市
宝
町
の
禅
芳
寺
に
設
立
さ
れ
た
る
愛
知
吉
祥
講
第
三
号
支
部
に
て

は
、
去
る
五
日
午
後
一
時
よ
り
仝
講
の
世
話
人
等
が
惣
出
席
に
て
両
祖

の
御
忌
を
営
み
た
り
し
が
、
今
そ
の
概
況
を
記
さ
ば
、
當
日
予
定
の
時

刻
に
到
る
や
殿
鐘
を
合
図
に
一
同
式
場
に
整
列
し
、
早
川
見
龍
氏
は
焼

香
師
と
し
て
粛
し
く
正
面
に
進
み
、
最
初
に
招
首
法
語
終
て
普
同
参
拝

を
な
し
、
最
と
も
懇
ろ
に
参
同
契
、
宝
鏡
三
昧
を
繞
行
諷
経
し
、
夫
れ

よ
り
門
内
大
英
師
は
自
か
ら
大
導
師
と
し
て
同
寺
例
年
定
期
の
水
陸
勝

会
を
営
ん
で
新
亡
諸
霊
の
追
薦
供
養
を
な
し
、
最
後
に
早
川
氏
が
一
場

の
説
教
を
演
述
さ
れ
た
る
由
な
る
が
、
同
日
は
残
暑
の
厳
し
き
に
も
拘

は
ら
ず
参
聴
衆
多
く
、
近
頃
に
稀
れ
な
る
盛
況
な
り
し
と
云
ふ
。

と
あ
り
、（「
能
仁
新
報
」
第
五
五
八
号
」）
門
内
は
水
陸
会
で
新
亡
諸
霊
追

善
供
養
の
導
師
を
勤
め
て
い
る
。
残
暑
の
厳
し
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
盛
況
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

翌
三
十
二
年
に
な
っ
て
も
毎
月
十
日
と
二
十
日
の
両
日
は
、
午
後
七
時
よ

り
禅
芳
寺
で
『
観
音
普
門
品
』『
證
道
歌
』
な
ど
の
通
俗
講
義
が
水
野
道
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秀
、
早
川
見
龍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
五
八
三
号
）

そ
こ
で
、
尼
僧
の
教
育
と
接
化
に
一
生
を
捧
げ
た
堀
密
成
も
早
川
に
つ
い
て

余
剰
研
究
を
行
っ
て
い
た
。（『
曹
洞
宗
尼
僧
史
』
三
七
九
頁
）
門
内
と
早
川

は
、
そ
の
他
に
も
名
古
屋
市
内
の
富
豪
家
や
篤
信
家
、
各
寺
院
の
檀
信
徒
総

代
の
家
な
ど
へ
勧
化
に
赴
き
、
寄
附
金
の
勧
募
に
奔
走
し
て
い
た
。（「
能
仁

新
報
」
第
五
八
六
号
）

　

五
月
十
一
日
に
は
永
平
寺
の
「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」（
名
古
屋
吉
祥
講
宿

坊
）
の
入
仏
式
が
修
行
さ
れ
た
。
森
田
悟
由
の
導
師
の
下
に
永
平
寺
役
寮
、

雲
衲
ら
百
余
名
が
列
席
し
て
い
る
。
森
田
の
遷
仏
供
養
法
語
は
、

　
　
　
　

祖
山
名
古
屋
宿
坊
遷
仏
供
養
語　
明
治
三
十
二
年
五
月

十
一
日
此
日
快
晴

　
　

祖
徳
年
々
歳
々
隆
。
信
心
施
主
表
㍼殊
功
⊿
新
堂
現
出
安
㍼新
仏
⊿
起
㍼

吉
祥
雲
㍽遍
大
空
。

と
あ
る
。（『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
二
巻　

十
五
丁
）
そ
の
様
子
は

「
能
仁
新
報
」
第
五
九
二
号
に
早
川
見
龍
の
特
報
と
し
て
、

　
　

◎
愛
知
吉
祥
講
宿
房
の
入
仏
式

　
　
（
早
川
見
龍
氏
特
報
）
名
古
屋
市
に
於
け
る
曹
洞
宗
の
檀
信
徒
よ
り
組

織
さ
れ
た
る
愛
知
吉
祥
講
は
、
創
立
以
来
七
年
の
星
霜
を
経
て
、
其
の

講
員
も
今
や
三
千
戸
に
近
き
程
の
大
団
体
な
る
が
、
年
々
抽
籖
に
て
大

本
山
永
平
寺
の
霊
場
へ
参
拝
す
る
者
は
、
日
一
日
よ
り
増
加
し
、
為
め

に
参
拝
人
を
し
て
宿
泊
上
の
不
便
を
感
ぜ
し
む
る
事
は
、
一
方
な
ら
ざ

り
し
を
以
て
、
昨
年
来
仝
講
本
部
役
員
の
斡
旋
に
て
祠
堂
寄
付
金
を
募

集
し
、
一
大
宿
房
を
大
本
山
の
境
内
に
建
設
せ
ん
と
の
議
起
り
、
幾
多

の
苦
辛
を
経
て
百
方
尽
力
し
た
る
結
果
、
遂
に
先
月
迄
に
其
の
工
事
を

竣
工
せ
し
を
以
て
、
去
る
十
一
日
、
遂
に
其
の
成
工
入
仏
式
を
挙
行
さ

れ
た
り
し
が
、
今
仝
建
物
の
構
造
は
横
十
間
に
奥
行
き
六
間
、
尚
ほ
仏

間
は
十
二
畳
敷
に
て
三
方
に
壇
を
設
け
、
正
面
は
本
尊
仏
の
御
厨
子
、

左
右
の
両
壇
は
祠
堂
金
施
主
家
の
霊
牌
安
置
場
に
し
て
、
仏
器
法
具
等

よ
り
荘
厳
道
具
に
到
る
迄
、
悉
く
完
備
し
て
殆
ん
ど
一
つ
の
寺
院
に
も

劣
ら
ざ
る
装
置
な
り
し
、
今
ま
茲
に
入
仏
式
の
概
況
を
記
さ
ば
、
仝
日

午
前
十
一
時
に
達
す
る
や
、
大
鐘
を
合
図
に
大
本
山
の
役
員
を
始
め
一

山
の
僧
衆
百
余
名
は
、
各
自
威
儀
を
具
し
て
宿
房
内
の
式
場
に
列
し
、

管
長
森
田
悟
由
禅
師
に
は
大
雷
鼓
を
合
図
に
五
名
の
侍
者
を
従
へ
て
式

場
に
臨
ま
る
。
此
の
時
一
仝
最
敬
礼
、
夫
れ
よ
り
鼓
鉢
三
通
、
大
禅
師

猊
下
の
拈
香
法
語
、
献
茶
湯
、
普
仝
三
拝
、
夫
れ
よ
り
般
若
心
経
を
読

誦
し
て
本
尊
上
供
の
回
向
を
な
し
終
て
、
證
義
縷
行
諷
経
を
な
し
て
祠

堂
霊
牌
の
回
向
を
行
ひ
、
一
仝
最
敬
礼
を
な
し
て
式
は
全
く
終
れ
り
。

仝
日
は
當
名
古
屋
市
の
議
員
に
し
て
遥
る
〳
〵
仝
式
場
に
参
列
せ
し
者

は
百
二
十
余
名
な
り
し
が
、
式
完
結
の
後
ち
同
講
員
一
仝
を
瑞
雲
閣
へ

案
内
し
て
清
斎
の
饗
応
あ
り
し
が
、
一
仝
の
講
員
は
何
れ
も
承
陽
大
師

の
祖
徳
に
感
佩
し
に
随
喜
の
涙
に
咽
ば
ざ
る
者
は
無
か
り
し
と
云
ふ
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
宿
坊
は
芳
川
雄
悟
『
曹
洞
宗

大
本
山
永
平
寺
略
案
内
記
』（
明

治
三
十
五
年
三
月

永
平
寺
出
張
所
）
四
頁
に
よ
れ
ば
、
総
二
階
で
作
ら

れ
、
一
部
は
三
階
の
処
も
あ
っ
た
が
、
合
計
す
れ
ば
一
五
〇
余
坪
で
あ
っ

た
。
な
お
、
昭
和
十
四
年
九
月
に
高
田
副
監
院
代
に
装
幀
さ
れ
た
『
諸
堂
間

敷
仏
像
宝
物
列
祖
年
紀
及
例
規
法
要
』（
永
平
寺
蔵
）
の
「
伽
藍
之
部
」
の

「
名
古
屋
宿
坊
」
に
よ
れ
ば
、
奥
行
九
間
半
、
横
十
間
で
あ
っ
た
。
場
所
は
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山
門
の
西
側
で
、
そ
の
西
側
に
あ
る
東
司
の
西
側
に
奥
行
八
間
半
、
横
十
間

半
の
諸
国
の
「
吉
祥
講
宿
坊
」
が
同
年
九
月
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

立
体
的
な
建
物
の
絵
図
は
、
明
治
二
十
四
年
九
月
三
日
印
刷
、
五
日
出
版

の
「
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
全
図
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
同
絵
図
に
は
「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
と
諸
国
の
「
吉
祥
講
宿
坊
」

の
描
か
れ
て
い
な
い
絵
図
も
存
在
す
る
。
明
治
三
十
二
年
五
月
に
竣
工
し
た

「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
が
描
か
れ
て
い
る
絵
図
の
出
版
は
、
明
治
三
十
二
年

五
月
以
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
両
絵
図
を
よ
く
み
る
と
、
建
物

の
周
囲
に
は
白
い
縁
取
り
が
あ
り
、
背
景
と
の
違
和
感
か
ら
原
図
上
に
宿
坊

を
貼
り
つ
け
て
再
版
し
印
刷
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

宿
坊
が
描
か
れ
て
い
な
い
絵
図
は
、
発
行
者
、
著
作
者
兼
印
刷
者
が
「
京

都
市
下
京
区
六
角
通
富
小
路
東
入
大
黒
町
拾
四
番
戸

藤
田
又
次
郎
」
と
あ

り
、
絵
図
の
下
に
は
「
京
都
団
扇
堂
印
刷
」「
祇
園
下
河
原

野
崎
刻
」
と

あ
る
。
野
崎
氏
が
印
刻
し
た
も
の
を
藤
田
又
次
郎
す
な
わ
ち
藤
田
団
扇
堂
が

印
刷
し
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宿
坊
の
あ
る
絵
図
の
発
行

者
、
著
作
者
兼
印
刷
者
は
藤
田
団
扇
堂
と
あ
り
、
そ
の
横
に
「
和
漢
洋
書
籍
経
類

各
宗
仏
具
仏
画　

販
売
所

出
雲
寺
文
治
郎
」
と
あ
る
。
京
都
の
仏
教
書
林
の
出
雲
寺
文
治

郎
が
販
売
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
遠
忌
を
前
に
、
出
雲
寺
文
治

郎
に
よ
っ
て
宿
坊
を
原
図
に
貼
り
応
急
処
置
的
の
よ
う
に
し
て
出
版
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
宿
坊
の
建
立
さ
れ
た
後
の
明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
五
日
印

刷
、
十
月
十
四
日
発
行
の
「
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
全
図
」

は
団
扇
に
描
か
れ
て
お
り
、
著
作
発
行
兼
印
刷
者
は
「
京
都
市
六
角
通
富
小

路
東
ェ
入
大
黒
町
十
四
番
戸

団
扇
堂

藤
田
又
治
（
マ
マ
）郎
と
あ
る
。
そ
の
た

め
先
の
絵
図
と
同
じ
く
団
扇
堂
の
藤
田
又
治
（
マ
マ
）（
次
）郎
で
あ
る
。
た
だ
、
本
絵

図
の
末
尾
に
は

 

黄
色
ハ
今
般
改
築
ノ
印

仏
殿
間
口
拾
間

奥
行
八
間　

僧
堂
間
口
拾
四
間

奥
行
拾
間

　

大
庫
裡
間口

拾
七
間
奥

行
拾
間

　

不
老
閣
間
口
拾
間　

奥
行
五
間
半　

諸
廻
廊
二
百
三
拾
間　

其
他
諸
堂
悉
皆
修
繕

と
あ
り
、
黄
色
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
所
は
明
治
三
十
一
年
頃
か
ら
改
築
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
他
の
諸
堂
も
す
べ
て
修
繕
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
修
繕
の
文
は
「
越
前
州
吉
田
郡
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
寺
全
図
」（
平
成

二
十
七
年
十
二
月　
「
傘
松
」
第
八
六
七
号
所
収
「
永
平
寺
所
蔵
の
宝
物
」

そ
の
一
一
四
）
の
末
尾
に
も
あ
り
、
修
繕
さ
れ
る
部
分
は
黄
色
で
塗
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
絵
図
は
縦
四
十
四
・
三
セ
ン
チ
、
横
五
十
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る

が
、
吉
祥
講
の
宿
坊
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
明
治
三
十
一
年
に
宿

坊
が
起
工
さ
れ
る
前
の
伽
藍
図
で
あ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
明
治
三
十
五
年
の
道
元
禅
師
六
五
〇
回
遠
忌
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
永
平
寺
の
Ｐ
Ｒ
の
役
目
で
も
あ
っ
た
絵
図
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に

「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
な
い
も
の
が
あ
り
、

同
じ
絵
図
で
も
成
立
時
期
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま

た
、「
名
古
屋
吉
祥
講
宿
坊
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
、「
第
一
吉
祥
講
宿
坊
」

と
あ
る
絵
図
、「
第
二
吉
祥
講
宿
坊
」
と
な
っ
て
い
る
絵
図
も
み
え
る
。
名

称
が
変
わ
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
絵
図
の
説
明
の
誤
り
か
製
作
年

次
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
年
三
月
発

行
の
「
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
全
図
」
に
は
宿
坊
が
み
あ
た
ら
な
い
。
宿
坊
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が
建
立
さ
れ
て
三
十
年
後
に
は
、
傘
松
閣
、
玲
瓏
閣
に
建
て
替
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
愛
知
吉
祥
講
宿
坊
」
の
入
仏
式
を
終
え
て
、
十
三
日
に
は
永
平
寺
の
仏

殿
な
ど
の
諸
堂
再
建
の
起
工
式
が
挙
げ
ら
れ
た
。
名
古
屋
よ
り
吉
祥
講
役

員
、
幹
事
、
寺
院
、
信
徒
な
ど
の
三
百
余
名
と
棟
梁
伊
藤
満
作
、
大
工
、
人

足
な
ど
五
十
余
名
も
列
席
し
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
五
九
一
号
、「
明
治
三

十
二
年
大
遠
忌
日
鑑
」）

　

同
三
十
三
年
は
、
三
年
前
の
一
月
に
禅
芳
寺
に
開
設
さ
れ
た
仏
教
講
義
所

が
創
立
以
来
三
年
を
経
過
し
た
。
そ
の
間
一
度
も
休
講
せ
ず
、
信
徒
の
信
仰

は
一
層
厚
く
な
っ
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
六
二
五
号
）
ま
た
、
四
月
中
旬
に

は
、
永
平
寺
仏
殿
の
柱
立
て
の
式
を
挙
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
仏
殿
の

欄
間
に
用
い
る
﨔
板
十
二
枚
を
大
八
車
に
積
み
、
木
遣
歌
を
歌
っ
て
新
柳
町

通
よ
り
鉄
砲
町
、
末
広
町
を
経
て
門
前
町
の
大
光
院
ま
で
運
搬
し
た
。
見
物

人
は
群
集
し
、
一
時
通
行
止
め
に
な
っ
た
所
も
あ
っ
た
が
、
愛
知
吉
祥
講
の

世
話
人
ら
が
警
衛
し
て
支
障
な
く
終
了
し
た
。（「
能
仁
新
報
」
第
六
三
四

号
、「
宗
報
」
第
八
十
六
号
）

　

同
三
十
五
年
に
は
二
月
十
六
、
十
七
の
両
日
、
門
内
が
禅
芳
寺
で
道
元
禅

師
六
五
〇
回
予
修
法
会
を
修
行
し
て
い
る
。
そ
の
様
子
は
「
宗
報
」
第
一
二

五
号
（
明
治
三
十
五
年
三
月
一
日
発
行
）
に

　
　

●
名
古
屋
市
宝
町
の
禅
芳
寺
住
職
門
内
大
英
氏
は
去
月
十
六
、
十
七
の

両
日
を
卜
し
、
其
自
坊
な
る
禅
芳
寺
に
於
て
最
も
熾
ん
に
宗
祖
承
陽
大

師
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
予
修
法
会
を
執
行
せ
し
が
、
茲
に
其
概
略
を

記
せ
ば
、
先
づ
法
会
の
大
導
師
と
し
て
は
西
野
石
梁
師
を
招
聘
し
外
に

随
喜
衆
と
し
て
は
同
師
の
随
徒
十
五
名
並
に
市
中
の
寺
院
四
十
余
ケ
寺

に
て
法
堂
の
荘
厳
、
山
門
頭
の
装
飾
、
其
他
内
外
の
装
置
は
頗
る
善
美

を
尽
し
て
些
少
の
欠
点
と
て
は
な
か
り
し
、
軈
て
十
六
日
の
午
後
三
時

に
至
る
頃
に
は
、
西
野
師
の
先
導
に
て
恭
し
く
迎
真
諷
経
続
て
建
夜
諷

経
、
翌
十
七
日
の
早
天
に
は
献
粥
諷
経
、
禺
中
に
は
出
班
焼
香
に
て
報

恩
諷
経
を
行
ひ
し
が
、
法
会
の
前
後
は
都
て
奏
楽
入
に
て
最
ど
も
殊
勝

に
見
受
ら
れ
た
り
し
。
尚
ほ
木
田
余
鶴
仙
、
早
川
見
龍
、
久
田
龍
峯
、

伴
龍
舟
、
中
島
分
教
、
水
野
亥
秀
、
鈴
木
敬
岳
の
諸
氏
が
法
式
の
間
に

は
交
も
説
教
を
勧
め
ら
れ
た
り
し
為
に
、
満
場
溢
る
斗
り
の
参
拝
者
は

何
れ
も
整
粛
に
謹
聴
し
て
頗
る
随
喜
の
涙
に
咽
び
た
り
し
と
。
因
み
に

記
す
、
今
回
の
法
会
に
就
て
は
同
寺
の
建
造
物
に
も
一
層
の
修
繕
を
加

へ
た
り
し
に
、
数
多
の
檀
信
徒
は
吾
れ
一
と
競
ふ
て
浄
財
を
喜
捨
し
た

る
の
み
な
ら
ず
町
内
一
般
は
自
他
宗
を
論
ぜ
ず
、
各
自
の
入
費
用
を
投

じ
て
（
大
遠
忌
）
の
文
字
を
染
め
抜
き
た
る
軒
提
灯
を
調
製
し
て
各
戸

の
軒
頭
に
掲
げ
し
等
は
、
以
て
門
内
氏
の
輿
望
の
如
何
に
高
か
り
し
を

窺
ひ
知
る
に
足
る
可
し
。

と
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

同
三
十
八
年
二
月
に
は
、
門
内
の
頂
相
に
森
田
が
賛
を
付
し
て
お
り
、
そ

れ
に
は

　
　

個
是
禅
芳
六
代
師
。
住
山
機
用
在
㍾臨
㍾時
。
而
今
試
問
生
涯
事
。
拈
払

黙
然
口
若
㍾槌
。

勘
破
了
兮
主
中
主
。
如
愚
如
魯
一
雙
眉
。

と
あ
る
。（『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
四
巻　

三
十
九
丁
）
そ
れ
が
今

日
ま
で
禅
芳
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
四
月
に
は
門
内
や
大
沢
重
右
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衛
門
、
柴
山
寿
太
郎
が
吉
祥
講
本
部
に
参
集
し
、
名
古
屋
の
信
徒
に
対
し
て

永
平
寺
よ
り
の
特
命
布
教
師
で
あ
っ
た
小
倉
俊
丈
と
そ
の
後
任
者
の
増
田
活

吟
の
歓
送
迎
会
を
開
い
た
。
四
月
十
九
日
午
後
二
時
よ
り
会
場
の
大
光
院
書

院
に
は
六
十
余
名
の
会
員
、
来
賓
が
集
ま
り
、
惜
別
の
辞
や
歓
迎
の
意
を
表

わ
し
た
。
こ
の
歓
送
迎
会
の
開
催
に
最
も
尽
力
し
た
の
が
門
内
ら
で
あ
っ

た
。（「
宗
報
」
第
二
〇
七
号
）

　

同
四
十
年
二
月
二
十
五
日
に
は
、
名
古
屋
御
供
田
の
「
明
治
三
十
九
年
収

支
決
算
報
告
」
や
「
明
治
三
十
八
年
度
残
米
売
却
分
」「
明
治
三
十
九
年
度

分
」
な
ど
が
禅
芳
寺
内
の
永
平
寺
御
供
田
支
配
係
の
津
田
理
三
郎
、
堀
田
茂

右
衛
門
、
大
沢
重
右
衛
門
、
柴
田
清
兵
衛
、
織
田
源
三
郎
よ
り
永
平
寺
出
張

所
の
大
仏
輔
教
へ
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
書
を
送
っ
た
封
筒
の
裏
に
は
、

ゴ
ム
印
で

　
　

名
古
屋
市
宝
町
禅
芳
寺
内

　
　
　
　
承
陽
大
師

遥
拝
所　

建
設
事
務
所

と
あ
り
、
建
設
事
務
所
内
の
御
供
田
支
配
係
か
ら
の
発
信
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
護
国
院
を
「
承
陽
大
師
遥
拝
所
」
と
す
る
べ
く
建
設
の
事
務
を
禅
芳

寺
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
門
内
は
翌
四
十
一
年
七
月
九
日
に
護
国

院
の
兼
務
住
職
に
就
い
た
。

八
世 

（
七
世
）　

木
田
韜
光

　

木
田
は
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
三
日
に
長
年
寺
（
高
崎
市
下
室
田
町
）

三
十
八
世
よ
り
護
国
院
に
転
住
し
）
1
（

た
。
宗
門
の
要
職
を
勤
め
て
き
た
木
田

は
、
門
内
の
後
住
の
た
め
本
来
な
ら
ば
八
世
と
な
る
が
、
門
内
は
木
田
を
七

世
に
拝
請
し
て
、
自
ら
は
八
世
と
な
り
監
寺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
森
田
悟
由

を
勧
請
し
て
奉
安
殿
の
開
基
と
し
再
中
興
に
も
請
し
た
の
で
あ
る
。
住
職
と

な
っ
た
木
田
は
、
従
来
二
等
法
地
で
あ
っ
た
護
国
院
の
寺
格
昇
等
に
努
め
、

二
月
二
十
四
日
に
は
常
恒
会
地
の
免 

牘
を
下
附
さ
れ
）
2
（

た
。

　

三
月
に
は
、
懇
請
さ
れ
て
護
国
院
住
職
と
な
っ
た
挨
拶
を
「
宗
報
」
第
三

四
二
号
で
謹
告
し
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　

謹
告　

大
本
山
永
平
寺
御
直
末
仁
王
山
護
国
院
儀
、
今
般
越
本
山
ノ
御

推
選
ト
名
古
屋
市
及
郡
部
吉
祥
講
員
各
位
等
ノ
懇
請
ト
ニ
依
リ
拙
衲

住
職
仕
候
、
抑
モ
當
護
国
院
ハ
尾
州
徳
川
侯
爵
家
ノ
開
基
ニ
シ
テ
、

曽
テ
越
本
山
ヨ
リ
ハ
準
四
門
首
格
ノ
御
免
牘
ヲ
下
附
セ
ラ
レ
居
候

処
、
明
治
維
新
ノ
際
、
當
院
境
内
地
五
千
余
坪
モ
八
分
通
御
料
地
ニ

被
召
上
候
ト
同
時
ニ
、
徳
川
開
基
家
ノ
保
護
ヲ
失
ヒ
候
為
、
宏
壮
ナ

ル
伽
藍
ハ
勿
論
、
内
部
ノ
経
済
モ
俄
然
衰
頽
相
極
メ
悲
境
ニ
陥
リ

候
、
然
レ
共
古
来
内
外
ニ
対
シ
、
種
々
由
緒
有
之
候
當
院
ノ
事
ニ

付
、
護
法
篤
信
ノ
慈
善
家
等
往
事
ヲ
回
慮
シ
、
又
現
在
及
将
来
ノ
宗

教
界
ヲ
察
シ
、
数
年
前
ヨ
リ
殿
堂
ヲ
旧
観
ニ
復
セ
ン
事
発
願
シ
尽
力
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セ
シ
モ
、
元
境
内
地
御
料
地
タ
ル
ヲ
以
テ
如
何
共
難
致
処
、
漸
ク
一

昨
年
十
二
月
ニ
至
リ
、
縁
故
払
下
ヲ
得
ル
事
ニ
相
運
候
ニ
付
、
予
テ

篤
信
家
各
位
企
望
被
致
居
候
処
ノ
奉
安
殿
ト
称
ス
ル
本
堂
ヲ
建
設
セ

リ
（
間
口
十
間
奥
行
十
七
間
半
）、
目
下
猶
之
ニ
相
當
ス
ル
処
ノ
附

属
建
物
営
造
ノ
準
備
中
ニ
有
之
候
、
又
寺
格
モ
本
年
二
月
廿
四
日
附

ヲ
以
テ
常
恒
会
地
ニ
昇
格
致
候
、
尤
モ
入
仏
式
ノ
儀
ハ
、
既
ニ
昨
年

六
月
不
老
閣
猊
下
ヲ
拝
請
シ
盛
大
ナ
ル
法
会
修
行
致
候
、
其
爾
来
大

衆
モ
平
素
三
十
余
名
安
居
致
居
候
間
、
拙
衲
モ
目
下
大
衆
ト
共
ニ
布

教
伝
道
ニ
打
光
罷
在
候
条
、
當
地
ヘ
御
来
名
ノ
際
ハ
参
拝
旁
御
訪
問

奉
希
上
候
、
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
布
池
町
護
国
院
住
職

　
　
　

明
治
四
十
四
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

田　

韜　

光

と
あ
り
、
本
堂
の
奉
安
殿
を
建
設
し
た
後
、
付
属
の
建
物
の
造
立
準
備
を
し

て
い
る
と
い
う
。

　

四
月
一
日
に
は
「
寺
院
等
級
々
階
査
定
表
」
に
異
動
増
減
が
あ
り
、
訂
正

さ
れ
た
級
階
が
「
宗
報
」
第
三
四
三
号
（
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
発
行
）

の
「
告
示
第
八
号
」
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
護
国
院
は
「
常
恒

会
地　

五
十
級
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で

は
伝
昌
寺
（
名
古
屋
市
中
区
古
渡
町
）
で
授
戒
会
が
あ
り
、
戒
師
の
森
田
悟

由
に
正
戒
者
四
八
八
人
、
因
戒
二
三
九
人
の
戒
弟
が
つ
き
、
教
授
師
を
木
田

が
勤
め
て
い
）
3
（

る
。

　

七
月
二
日
に
は
、「
告
示
第
十
七
号
」
に
よ
っ
て
石
川
県
能
登
国
鳳
至
郡

櫛
比
村
に
あ
っ
た
大
本
山
總
持
寺
旧
蹟
地
に
總
持
寺
別
院
が
設
立
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
前
年
（
明
治
四
十
三
年
）
十
二
月
十
五
日
に
発
布
さ
れ
た
告
諭

の
「
曹
洞
宗
宗
憲
改
正
ノ
件
」
の
第
一
条
、
第
二
条
に

　
　

第
一
条　

宗
憲
第
一
条
ニ
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
如
ク
之
ヲ
加
フ

　
　
　

両
本
山
ニ
ハ
各
須
要
ニ
依
リ
一
箇
寺
限
リ
其
ノ
本
山
ニ
専
属
セ
シ
メ

之
ヲ
別
院
ト
称
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

第
二
条　

宗
憲
第
三
条
ニ
第
二
項
ト
シ
テ
左
ノ
如
ク
之
ヲ
加
フ

　
　
　

第
一
条
第
二
項
ニ
定
ム
ル
別
院
ハ
當
該
本
山
貫
首
ノ
兼
務
住
職
地
ト

ス

と
あ
り
、
両
本
山
に
一
箇
寺
限
り
の
別
院
と
住
職
は
本
山
貫
首
の
兼
務
住
職

に
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
た
。
總
持
寺
旧
蹟
地
が
總
持
寺
別
院
と
な
っ
た
た

め
、
永
平
寺
も
永
平
寺
東
京
出
張
所
で
あ
っ
た
長
谷
寺
を
永
平
寺
東
京
別
院

と
し
た
の
で
あ
）
4
（

る
。
な
お
、
十
一
月
五
日
に
は
神
奈
川
県
鶴
見
に
移
転
し
た

總
持
寺
の
移
転
式
及
び
仏
祖
安
座
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
十
月

に
は
、
護
国
院
境
内
の
手
水
舎
に
手
水
の
「
漱
玉
盤
」
が
名
古
屋
市
中
区
南

瓦
町
の
渡
辺
長
三
郎
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
年
も
直
接
、
護
国
院
に
掛
搭
す
る
雲
水
が
い
た
。
三
月
二

十
日
に
は
鈴
木
良
雲
（
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
村　

常
安
寺
住
職
小
林
良

天
徒
弟
）、
五
月
一
日
に
は
小
川
霊
一
（
尾
張
国
西
春
日
井
郡
師
勝
村　

仁

昌
寺
住
職
早
川
恵
旭
徒
弟
）、
八
月
十
六
日
に
は
横
地
梁
光
（
愛
知
県
知
多

郡
大
府
村

普
門
寺
住
職
木
村
義
童
徒
弟
）、
十
月
十
日
よ
り
内
山
梅
園

（
愛
知
県
愛
知
郡
小
碓
村　

如
意
寺
住
職
）
が
掛
搭
し
て
い
る
。
ま
た
、
永

平
寺
安
居
者
の
名
簿
で
あ
る
『
大
圓
覚
海
』
に
は
「
御
霊
場
直
接
掛
搭
」
の

付
箋
が
つ
い
て
い
る
人
も
お
り
、
奉
安
殿
を
御
霊
場
と
も
称
し
て
い
た
こ
と
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が
わ
か
る
。
そ
の
掛
搭
僧
に
は
川
口
鉦
道
（
愛
知
県
知
多
郡
鬼
崎
村

桂
岩

寺
住
職
石
原
大
渓
徒
弟
）、
楠
徹
禅
（
京
都
市
上
京
区
寺
町
鞍
馬
口
天
寧
寺

門
前
町

天
寧
寺
住
職
原
山
道
仙
徒
弟
）、
渡
邊
真
乗
（
岐
阜
県
恵
那
郡
長

島
町　

円
通
寺
住
職
伊
藤
文
鏡
徒
弟
）、
中
村
冏
定
（
新
潟
県
中
頸
城
郡
柿

崎
村
字
東
谷
内　

光
禅
寺
住
職
八
木
琢
定
徒
弟
）
の
四
人
が
い
る
。

　

翌
四
十
五
年
四
月
二
十
二
日
に
は
、
会
場
の
護
国
院 

奉
安
殿
で
愛
知
吉
祥

講
春
季
法
要
が
開
か
れ
、
森
田
悟
由
が
導
師
を
勤
め
て
い
）
5
（

る
。
十
月
十
六
日

に
も
愛
知
吉
祥
講
秋
季
法
要
が
護
国
院
で
開
か
れ
て
お
り
、
森
田
が
来
錫
し

て
い
）
6
（

る
。
ま
た
、
今
月
よ
り
翌
年
三
月
ま
で
に
書
院
、
玄
関
、
庫
裡
、
鐘

楼
、
観
音
堂
な
ど
が
落
成
し
て
い
る
。
十
一
月
十
五
日
に
は
午
前
十
一
時
よ

り
善
光
寺
（
名
古
屋
市
東
区
百
人
町
）
で
行
わ
れ
る
毘
沙
門
天
一
年
祭
に
奉

安
殿
の
大
衆
が
請
さ
れ
て
お
り
、
祈
祷
大
般
若
を
転
読
し
）
7
（

た
。
な
お
、
二
月

十
六
日
よ
り
丹
羽
景
堂
（
愛
知
県
宝
飯
郡
蒲
郡
町　

長
泉
寺
）
が
掛
搭
し
て

い
る
。

　

翌
大
正
二
年
に
は
、
三
月
十
四
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
光
真
寺
（
名
古
屋

市
昭
和
区
滝
川
町
）
で
授
戒
会
が
あ
り
、
木
田
が
教
授
師
を
勤
め
て
い
）
8
（

る
。

五
月
十
七
日
に
は
護
国
院
で
名
古
屋
市
吉
祥
講
春
期
法
要
が
勤
め
ら
）
9
（

れ
、
十

月
十
六
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
は
授
戒
会
が
開
か
れ
た
。
戒
師
は
森
田
悟

由
、
教
授
師
は
木
田
、
引
請
師
は
上
野
瓶
城
で
あ
っ
）
10
（

た
。
な
お
、
前
日
の
十

月
十
五
日
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
威
音
院
（
名
古
屋
市
中
区
新
栄
）
前
住
職

で
あ
っ
た
石
川
活
龍
（
後
に
長
曽
我
部
氏
と
改
姓
）
が
、
石
材
の
観
音
宝
塔

（
法
華
経
一
千
部
供
養
塔
）
に
師
父
母
の
法
号
を
記
し
て
寄
進
し
て
お
り
、

そ
の
開
眼
式
が
森
田
御
親
修
に
て
行
わ
れ
、
多
く
の
参
詣
者
で
盛
会
裡
に
終

え
）
11
（

た
。

（「宗報」第403号より）

　

同
三
年
に
は
、
三
月
二
十
三
日
に
護
国
院
で
森
田
御
親
修
の
法
要
が
修
行

さ
）
12
（

れ
、
四
月
に
は
発
願
主
と
し
て
木
田
と
村
上
妙
光
、
賛
助
員
と
し
て
堀
内

茂
右
衛
門
、
大
沢
重
右
衛
門
、
柴
山
寿
太
郎
が
境
内
に
舎
利
塔
の
建
設
を
発

願
し
、「
舎
利
塔
建
設
の
大
要
」
が
記
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、

　
　

夫
れ
塔
に
、
如
来
の
舎
利
を
奉
納
す
る
処
の
阿
育
王
所
造
の
八
万
四
千

の
塔
あ
り
。
又
仏
祖
の
髪
毛
爪
歯
等
を
奉
納
す
る
大
小
異
容
各
種
の
塔

あ
り
。
蓋
し
、
此
等
は
皆
報
恩
謝
徳
の
趣
旨
及
見
聞
の
衆
生
を
し
て
、

慈
善
の
信
心
を
発
起
せ
し
む
る
勧
化
の
意
を
以
て
建
造
せ
ら
れ
た
る
も

の
歟
。

　
　

近
頃
、
當
奉
安
殿
境
内
に
骨
舎
利
を
奉
納
す
る
処
の
霊
塔
を
建
設
せ
ん

と
す
る
発
願
主
あ
り
。
衲
も
亦
大
に
此
の
趣
旨
を
協
賛
し
発
起
者
の
中

に
加
名
す
。
然
る
所
以
は
、
此
の
骨
舎
利
塔
は
真
俗
何
人
を
問
は
す
。

火
葬
者
に
は
其
骨
舎
利
を
分
納
せ
ら
れ
ん
こ
と
乞
。
又
埋
葬
者
に
は
其

髪
毛
爪
歯
を
納
附
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
然
り
而
し
て
、
其
の
年
回

忌
辰
の
日
及
征
月
忌
命
日
等
の
際
は
、
或
は
報
恩
の
た
め
、
又
は
追
善
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の
た
め
香
華
を
献
備
し
法
供
養
を
営
辨
し
相
共
に
現
當
二
世
の
勝
縁
を

結
は
ん
と
す
。
冀
は
、
十
方
同
感
の
真
俗
善
男
善
女
各
位
金
穀
の
多
少

に
拘
ら
す
喜
捨
せ
ら
れ
は
、
之
の
資
助
力
に
依
り
舎
利
塔
を
建
設
し
此

を
永
世
不
汚

（
マ
マ
）に

伝
へ
、
報
恩
謝
徳
及
報
地
荘
厳
の
法
供
養
を
勤
修
す
る

も
の
な
り
。

　
　

附
言

　
　

一
、
舎
利
塔
模
様
の
大
要
は
、
別
紙
略
図
に
示
す
か
如
し
。

　
　

一
、
舎
利
塔
の
全
体
は
、
三
河
岡
崎
石
を
以
て
建
造
す
。

　
　

一
、
舎
利
塔
の
高
は
、

　
　

一
、
舎
利
塔
の
周
囲
は
、

　
　

一
、
骨
舎
利
奉
納
所
内
部
は
約
壱
丈
弐
尺
四
方
に
し
て
、
天
井
の
高
は

約
六
尺
余
。

　
　

一
、
舎
利
塔
外
部
の
周
囲
は
、
約
弐
丈
四
尺
四
方
の
見
込
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　

以　

上

　
　
　
　
大
正
三
年

　

四
月
仏
誕
生
日　
　
　
　

 　

発
願
主
等
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
願
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
王
山
主　

木
田
韜
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
広
町　
　

村
上
妙
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
助
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祢
宜
町　

堀
内
茂
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
砲
町　

大
沢
重
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
魚
町　

柴
山
寿
太
郎

と
あ
り
、
舎
利
塔
に
納
め
て
法
供
養
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
舎
利
塔

は
十
月
二
十
一
日
に
森
田
悟
由
の
御
親
修
で
開
眼
式
が
行
わ
れ
て
お
）
13
（

り
、
そ

の
香
語
は
、

　
　
　
　

尾
州
名
古
屋
護
国
院
塔
供
養

　
　

涌
出
霊
山
聳
㍼育
王
⊿
如
今
護
国
放
毫
光
。
分
身
利
益
三
千
界
。
楓
葉

着
㍾丹
菊
放
㍾黄）14
（

。

と
あ
る
。「
舎
利
塔
」
は
森
田
の
揮
毫
で
、
銘
に
よ
れ
ば
岡
崎
の
石
匠
梅
村

兼
吉
の
製
作
で
あ
っ
た
。

　

八
月
に
は
木
田
住
職
以
下
、
信
徒
の
吹
原
九
郎
三
郎
、
大
沢
常
太
郎
、
鈴

木
総
兵
衛
、
森
本
善
七
、
大
沢
重
右
衛
門
、
柴
山
寿
太
郎
、
堀
内
茂
右
衛
門

ら
が
、
永
平
寺
東
京
出
張
所
監
院
大
仏
輔
教
と
前
監
院
弘
津
説
三
へ
護
国
院

を
早
く
永
平
寺
の
指
揮
下
に
な
る
よ
う
「
請
願
書
」（
永
平
寺
蔵
）
を
作
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

　
　
　
　
　

請　

願　

書

　
　

謹
テ
請
願
書
ヲ
呈
シ
候

　
　

本
殿
ハ
予
テ
、
帝
国
中
央
部
ニ
於
ケ
ル
宗
門
信
仰
ノ
目
標
タ
ラ
ン
ト
ノ

誓
願
ニ
依
リ
、
明
治
三
十
八
年
中
造
営
ヲ
発
起
シ
、
主
権
ヲ
大
本
山
ニ

属
セ
シ
ム
ル
ノ
目
的
ヲ
以
ツ
テ
計
画
ヲ
立
テ
、
示
来
幾
多
ノ
障
害
ト
困

難
ヲ
排
シ
テ
漸
ク
現
今
ノ
土
地
及
殿
堂
ヲ
構
築
シ
、
通
常
大
法
要
ノ
執

行
ニ
支
障
ナ
キ
迄
ノ
設
備
ヲ
整
ヘ
、
尚
目
下
孜
々
ト
シ
テ
諸
種
ノ
付
属

物
ノ
整
頓
ト
財
務
ノ
整
理
ト
ニ
映
掌
致
居
候
。
然
ル
ニ
発
起
以
来
既
ニ

十
星
霜
ヲ
経
、
一
般
世
話
人
ノ
間
ニ
於
テ
モ
早
ク
大
本
山
ノ
指
揮
下
ニ

属
シ
、
発
起
ノ
目
的
ヲ
貫
徹
致
度
旨
屡
々
進
言
ニ
接
シ
、
幹
部
亦
素
ヨ
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リ
之
ガ
実
現
ヲ
望
ム
コ
ト
頗
ル
切
ナ
ル
モ
ノ
有
之
候
ニ
付
、
曩
キ
ニ
覚

書
及
口
頭
ヲ
以
ッ
テ
概
略
ノ
意
向
ヲ
申
上
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
。
然
ル

ニ
當
殿
ニ
於
テ
ハ
、
土
地
ノ
処
分
建
造
物
施
置
ニ
就
キ
、
至
急
決
定
ヲ

要
ス
ル
事
情
差
迫
リ
居
候
間
、
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
至
急
御
考

慮
ヲ
煩
シ
度
、
此
段
請
願
仕
候
。
謹
言

　
　
　

大
正
参
年
八
月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
布
池
町

　
　
　
　
　
　
　
　

奉
安
殿
護
国
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
職　
　

木
田
韜
光　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒　
　

吹
原
九
郎
三
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

大
沢
常
太
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

鈴
木
摠
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

森
本
善
七　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

大
沢
重
右
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

柴
山
寿
太
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　

堀
内
茂
右
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
東
京
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　
　

大
仏
輔
教　

殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
監
院　

弘
津
説
三　

殿

と
あ
り
、
提
出
日
を
入
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
六
月
十
三
日
に
作
っ

た
「
奉
安
殿
ノ
主
権
ニ
関
ス
ル
件
」「
法
類
ニ
関
ス
ル
件
」「
信
徒
総
代
ニ
関

ス
ル
件
」「
維
持
ニ
関
ス
ル
件
」
な
ど
の
「
覚
書
」
や
「
護
国
院
寺
法
」
の

抜
萃
も
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
こ
れ
を
提
出
し
た
か
は
不
詳
で
あ

る
が
、
早
い
時
期
に
永
平
寺
管
轄
下
と
な
る
べ
く
推
進
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

八
月
二
十
六
日
に
は
永
平
寺
御
山
監
院
押
野
太
寿
、
副
監
院
長
谷
玉
尖
、

顧
問
上
野
瓶
城
よ
り
本
山
東
京
出
張
所
監
院
大
仏
輔
教
へ
提
出
し
た
伺
書
に

よ
れ
ば
、

　
　

粛
啓

　
　

時
下
残
暑
尚
厳
敷
御
座
候
処

　
　

貴
宗
師
益
々
御
安
全
ニ
被
為
渉
候
段
奉
欣
賀
候
、
専
陳
ハ
本
月
廿
四
日

名
古
屋
市
森
本
、
堀
内
、
大
沢
三
氏
（
柴
山
氏
臨
時
差
閊
不
参
）
上
山

相
成
候
主
意
ハ
、
奉
安
殿
創
立
ヨ
リ
庫
院
落
成
マ
デ
収
支
積
算
之
結
果

金
五
万
六
千
円
斗
リ
不
足
ヲ
生
ジ
、
弁
償
之
方
法
種
々
協
議
講
究
致

候
、
窮
策
ト
シ
テ
護
国
院
境
内
四
千
参
百
坪
斗
リ
之
内
、
目
下
草
地
同

様
ニ
相
成
居
候
分
、
御
本
山
ヘ
御
相
談
之
上
売
却
致
度
ト
モ
愚
考
候
得

共
、
時
価
低
落
之
折
柄
甚
タ
不
得
策
ト
被
存
候
、
且
又
市
中
近
来
不
景

気
ニ
際
シ
、
寄
附
ヲ
募
集
ス
ル
モ
十
分
之
見
込
無
之
、
依
テ
善
巧
手
段

ト
シ
テ
、
大
禅
師
猊
下
ヘ
御
縋
リ
御
思
召
丈
之
下
賜
ヲ
蒙
リ
候
ハ
バ
、

是
ヲ
以
テ
一
般
寄
附
者
ヲ
シ
テ
感
発
セ
シ
メ
度
、
喜
捨
之
奨
励
法
ト
モ

相
成
候
得
者
、
奉
安
殿
維
持
之
思
召
ヲ
以
テ
何
卒
御
取
成
被
下
度
云
々

被
申
出
候
、
依
テ
拙
職
共
熟
考
之
上

不
老
閣
猊
下
ヘ
奏
聞
シ
御
内
意

篤
ト
相
伺
候
処
、
猊
下
ニ
ハ
先
年
来
、
経
済
出
納
義
ハ
一
切
貴
宗
師
及

侍
局
ヘ
委
任
シ
、
個
々
幾
分
之
記
憶
ハ
有
之
候
得
共
、
詳
細
全
分
之
事

実
ハ
貴
宗
師
等
ヘ
問
合
セ
、
総
計
額
中
ヨ
リ
多
少
奉
安
殿
ヘ
寄
附
ス
ベ

キ
義
可
取
計
旨
御
内
命
有
之
候
ニ
付
、
彼
レ
三
氏
ヘ
思
召
之
趣
キ
申
伝
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ヘ
候
得
者
、
何
レ
モ
満
悦
致
シ
、
廿
五
日
下
山
相
成
候
、
就
テ
ハ
貴
宗

師
是
迄
御
預
リ
保
管
被
為
在
候
、
金
額
総
計
如
何
斗
リ
ニ
相
成
候
哉
、

此
段
御
伺
申
上
候
間
、
乍
御
手
数
悉
皆
記
録
御
通
知
被
下
度
特
ニ
奉
願

上
候
、
草
々
敬
具

　
　
　
　
　

大
正
三
年
八
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　
　

押
野
太
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
監
院　

長
谷
玉
尖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問　
　

上
野
瓶
城

　
　
　
　
　
　
　

本
山
東
京
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　

大
仏
輔
教
殿

と
あ
り
、
八
月
二
十
四
日
に
護
国
院
の
篤
信
者
で
あ
る
森
本
、
堀
内
、
大
沢

の
三
氏
が
永
平
寺
へ
上
山
し
た
。
そ
の
理
由
は
奉
安
殿
創
立
よ
り
庫
院
落
成

ま
で
の
収
支
を
積
算
し
た
と
こ
ろ
、
金
五
万
六
千
円
程
が
不
足
で
、
弁
償
の

方
法
を
伺
い
に
来
た
の
で
あ
る
。
弁
償
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
境
内
地
の

内
、
草
地
と
な
っ
て
い
る
地
所
を
売
却
し
よ
う
と
し
た
が
、
価
格
は
下
っ
て

い
る
た
め
あ
き
ら
め
、
寄
附
金
を
募
集
し
よ
う
と
し
た
が
、
世
間
は
不
景
気

で
あ
り
見
込
は
な
い
た
め
、
禅
師
猊
下
の
思
召
を
賜
わ
り
、
そ
れ
に
一
般
の

寄
附
金
を
得
る
の
が
得
策
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
猊
下
へ
奏
聞
し
た
と
こ

ろ
、
内
意
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
猊
下
の
出
納
は
大
仏
師
及
び
侍
局

に
委
任
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
仏
師
に
問
合
せ
、
総

計
額
よ
り
奉
安
殿
へ
寄
附
で
き
る
と
の
内
命
を
受
け
、
そ
れ
を
森
本
氏
ら
三

氏
に
伝
え
た
と
こ
ろ
御
満
悦
し
、
六
月
二
十
五
日
に
永
平
寺
を
下
山
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
大
仏
師
が
預
っ
た
保
管
金
額
の
総
計
と
そ
れ
に
関
す
る
記
録

の
通
知
報
告
を
願
上
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
一
月
二
日
に

は
、
木
田
よ
り
大
仏
師
へ

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
東
区
布
池
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

　
　

本
院
所
有
地
ノ
一
部
ヲ
売
却
シ
、
旧
債
ノ
一
部
償
還
ノ
為
、
別
紙
通
リ

本
宗
管
長
猊
下
及
愛
知
県
知
事
ニ
対
シ
、
境
外
所
有
地
売
却
出
願
致
度

候
間
、
別
紙
宗
務
院
及
地
方
庁
ニ
対
ス
ル
出
願
書
ニ
御
添
書
御
下
附
御

願
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
御
直
末
護
国
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
田
韜
光
㊞

　
　
　
　
　
　

大
正
三
年
十
一
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
御
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
　

監
院　

大
仏
輔
教
殿

と
あ
る
よ
う
に
、
旧
債
の
一
部
を
償
還
す
る
た
め
、
護
国
院
所
有
地
の
一
部

を
売
却
す
る
が
、
管
長
及
び
愛
知
県
知
事
に
対
し
て
売
却
を
出
願
す
る
期

間
、
曹
洞
宗
宗
務
院
及
び
地
方
庁
に
対
す
る
出
願
書
の
御
添
書
下
附
を
願
上

げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
類
か
ら
み
る
限
り
、
所
有
地
の
一
部
を

売
却
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
）
15
（

る
。

　

翌
四
年
二
月
一
日
に
は
、「
告
示
第
二
号
」
に
よ
っ
て
寺
院
等
級
級
階
査

定
表
の
異
動
増
減
に
よ
り
、
護
国
院
の
等
級
級
階
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、「
常
恒
会
地　

五
十
六
級
」
と
な
っ
て
い
）
16
（

る
。
同
月
九
日
に

は
永
平
寺
貫
首
森
田
悟
由
が
遷
化
し
た
。
十
三
日
に
は
、
永
平
寺
東
京
出
張
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所
よ
り
青
松
寺
へ
移
さ
れ
密
葬
を
行
っ
た
が
、
御
遺
骨
を
永
平
寺
へ
納
め
る

途
中
の
十
六
日
午
後
四
時
八
分
に
は
、
名
古
屋
駅
へ
到
着
し
護
国
院
に
安
置

さ
れ
た
。
名
古
屋
で
の
様
子
は
、

　
　

名
古
屋

午
後
四
時
八
分
名
古
屋
駅
に
到
着
せ
り
、
未
曽
有
の
群
集
静

粛
に
奉
迎
し
、
幾
千
人
の
行
列
整
ふ
を
待
ち
て
、
護
国
院
奉
安
殿
に
向

は
せ
ら
る
、
駅
よ
り
は
約
一
里
半
、
途
の
両
側
に
立
ち
並
び
て
合
掌
す

る
者
堵
の
如
く
、
途
上
二
時
間
余
を
費
し
、
黄
昏
漸
く
殿
上
に
奉
安

し
、
昼
夜
の
法
要
不
断
に
厳
修
せ
ら
れ
、
参
詣
の
貴
賎
老
若
信
男
信
女

は
堂
の
内
外
に
充
満
し
、
一
進
不
退
の
信
念
堅
固
な
る
を
証
せ
）
17
（

り
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
十
七
日
午
後
十
時
十
分
に
名
古
屋
駅
を
発
車
し
て
福

井
・
永
平
寺
へ
向
か
っ
た
。
な
お
、
何
れ
の
年
か
不
詳
で
あ
る
が
、
木
田
の

住
職
中
（
明
治
四
十
四
年
〜
大
正
四
年
）
の
六
月
二
十
日
に
尾
張
徳
川
侯
爵

家
よ
り
金
千
疋
を
拝
受
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
不
在
の
木
田
に
代
わ
り
、
執

事
の
的
場
無
学
が
徳
川
侯
爵
家
の
家
扶
へ
礼
状
を
出
し
て
い
る
（
著
者
蔵
）。

そ
れ
に
は
、

　
　

謹
啓

　
　

御
挨
拶
と
し
て
金
千
疋
御
下
賜
被
下
忝
く
拝
受
仕
候
折
悪
く
木
田
師
不

在
の
為
茲
に
不
取
敢
御
受
致
置
候　
　
　

敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
場
無
学

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
廿
日

　
　
　
　

徳
川
侯
爵
家

　
　
　
　
　
　
　

家
扶
御
中

と
あ
る
が
、
封
筒
の
裏
に
は
、

と
押
印
さ
れ
、
そ
の
横
に
「
執
事　

的
場
無
学
」
と
記
入
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
当
時
の
護
国
院
は
「
大
本
山
永
平
寺
出
張
布
教
所
」
と
も
称
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
的
場
は
『
大
圓
覚
海
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
四

年
四
月
八
日
に
生
ま
れ
、
滋
賀
県
近
江
国
高
島
郡
饗
庭
村
の
覚
伝
寺
住
職
久

我
絶
学
の
徒
弟
で
あ
る
。
同
四
十
一
年
九
月
三
十
日
に
永
平
寺
に
安
居
し
て

お
り
、
大
正
七
年
四
月
三
十
日
に
送
行
証
明
状
を
下
附
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
当
時
、
永
平
寺
安
居
中
で
護
国
院
執
事
も
勤
め
て
い
た
も 

の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

森
田
悟
由
が
遷
化
し
た
後
、
護
国
院
の
信
徒
総
代
は
永
平
寺
の
役
寮
な
ど

の
各
老
師
に

　
　

愁
雲
深
ク
祖
門
ヲ
鑚
ス
ノ
秋
ニ
際
シ
、
陋
々
ノ
煩
情
ヲ
申
述
候
事
、
寔

ニ
以
テ
忍
ビ
難
ク
候
得
共
、
遅
疑
致
候
エ
バ
、
却
テ
累
ヲ
後
日
ニ
貽
ス

ノ
慮
モ
有
之
ベ
ク
ト
存
ジ
、
御
考
慮
ヲ
願
フ
次
第
ニ
御
座
候

　
　

予
テ

　
　

不
老
閣
猊
下
ノ
奉
安
殿
ニ
対
ス
ル
御
慈
慮
ノ
趣
、
御
内
示
ノ
侭
卒
然
御

遷
化
被
為
在
候
ニ
就
而
ハ
、
何
卒
後
事
御

量
ノ
節
宜
シ
ク
御
留
意
被

成
下
度
、
切
ニ
奉
懇
願
候

　
　

右
時
下
不
遜
ヲ
顧
ミ
ズ
、
爰
ニ
衷
情
ヲ
披
瀝
致
候
段
、
偏
ニ
御
寛
恕
ヲ

名
古
屋
市
東
区
布
池
町

奉
安
殿
護
国
院

　

大
本
山
永
平
寺
出
張
布
教
所
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給
ハ
リ
度
希
上
候 

謹
言　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
原
九
郎
三
郎
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森  

本  

善  

七
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴 

木 

摠 

兵 

衛
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内
茂
右
衛
門 

㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
重
右
衛
門
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴 

山 

寿 

太 

郎
㊞　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村  

上  

庄  

造
㊞　
　
　

　
　
　

福
山
老
大
宗
師

　
　
　

弘
津
老
大
宗
師

　
　
　

押
野
老
大
宗
師

　
　
　

大
仏
老
大
宗
師

　
　
　

上
野
老
大
宗
師

　
　
　

新
井
老
大
宗
師

　
　
　

長
谷
老
大
宗
師

　
　
　

栗
木
老
大
宗
師

　
　
　
　
　
　
　
　

各
尊
台
下　
　
　
　
　
　
　
位
次
不
）
18
（

同

と
、
森
田
の
御
慈
慮
の
内
示
は
あ
っ
た
も
の
の
遷
化
さ
れ
た
た
め
、
御
慈
慮

の
件
に
つ
い
て
今
後
も
留
意
さ
れ
た
く
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
五
ヵ

月
後
の
七
月
十
一
日
に
は
、
住
職
の
木
田
韜
光
が
六
十
二
歳
で
示
寂
し
た
。

示
寂
し
た
頃
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
が
、
木
田
は
そ
の
他
に
も
多
く
の
功
績

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
略
伝
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

木
田
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
山
口
県
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
詳
し

い
生
誕
日
、
生
誕
地
、
父
母
の
名
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。
十
八
歳
（
明
治
三

年
四
月
）
で
出
家
し
、
漢
学
を
太
田
梁
平
、
愨
大
機
、
渓
毛
介
、
中
村
謙
な

ど
か
ら
受
け
、
天
外
石
橋
、
成
川
百
衲
、
不
破
一
牛
、
原
坦
山
、
折
居
光
輪

な
ど
に
参
禅
、
参
学
し
た
。
号
は
遼
空
と
称
し
、
天
外
石
橋
の
法
を
嗣
い
で

い
る
。
明
治
七
年
一
月
に
は
教
導
職
試
補
、
十
一
年
八
月
に
は
瑠
璃
光
寺

（
大
垣
市
上
石
津
町
）
十
七
世
に
住
職
し
、
十
三
年
三
月
に
は
曹
洞
宗
専
門

学
校
に
入
学
し
て
十
六
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
十
七
年
三
月
に
は
禅
幢
寺

（
岐
阜
県
不
破
郡
垂
井
町
）
三
十
二
世
へ
転
住
し
て
お
り
、
宗
門
の
時
弊
を

憂
い
、
弘
津
説
三
、
斎
藤
運
三
ら
と
栴
檀
社
を
設
立
し
東
洋
宗
教
新
聞
を
発

行
し
た
。
二
十
五
年
五
月
に
は
越
本
山
東
京
出
張
所
詰
副
監
院
、
二
十
八
年

三
月
に
は
越
本
山
御
山
詰
副
監
院
、
二
十
九
年
九
月
に
は
両
本
山
よ
り
第
十

二
区
曹
洞
宗
末
派
総
代
議
員
に
任
命
さ
れ
、
十
月
に
は
曹
洞
宗
第
四
次
議
会

会
頭
、
三
十
年
三
月
に
越
本
山
東
京
出
張
所
詰
監
院
、
九
月
に
は
大
遠
忌
事

務
局
参
務
、
三
十
一
年
十
一
月
よ
り
三
十
四
年
十
二
月
ま
で
は
第
二
護
法
会

総
轄
、
三
十
四
年
十
二
月
に
は
曹
洞
宗
務
院
総
務
、
三
十
五
年
七
月
よ
り
曹

洞
宗
議
会
特
選
議
員
、
曹
洞
宗
制
度
調
査
評
議
員
、
大
遠
忌
事
務
局
副
総

裁
、
本
山
顧
問
な
ど
に
就
い
て
い
る
。
三
十
七
年
七
月
に
は
曹
洞
宗
議
会
特

選
議
員
、
四
十
二
年
六
月
に
は
長
年
寺
（
高
崎
市
下
室
田
町
）
三
十
八
世
に

住
職
し
、
四
十
四
年
一
月
に
護
国
院
へ
転
住
し
た
。
翌
四
十
五
年
七
月
に
は

曹
洞
宗
特
選
議
員
に
も
就
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
木
田
は
徳
望
が
あ
り
、
人
格
は
高
潔
、
温
厚
、
篤
淳
で
、
遷
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化
し
た
こ
と
に
対
し
、「
実
に
宗
門
の
一
大
損
失
也
」
と
の
評
も
あ
っ
）
19
（

た
。

注（
１
）  
「
宗
報
」
第
三
四
二
号
（
明
治
四
十
四
年
三
月
十
五
日
発
行
）
の
一
月
二
十
三

日
の
任
願
免
住
職
に
よ
る
。

（
２
）  

「
宗
報
」
第
三
四
二
号
（
明
治
四
十
四
年
三
月
十
五
日
発
行
）
の
木
田
韜
光
の

謹
告
に
よ
る
。

（
３
）  

「
宗
報
」
第
三
四
八
号
（
明
治
四
十
四
年
六
月
十
五
日
発
行
）
の
「
本
山
記

事
」
の
「
○
性
海
慈
船
禅
師
」
に
よ
る
。

（
４
）  

『
麻
布
長
谷
寺
誌
』（
昭
和
五
十
二
年
四
月　

永
平
寺
東
京
別
院
長
谷
寺
）
七
十

七
頁
に
、
三
十
世
北
越
大
賢
時
代
の
長
谷
寺
の
動
向
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）  

「
宗
報
」
第
三
七
二
号
（
明
治
四
十
五
年
六
月
十
五
日
発
行
）
の
「
本
山
記

事
」
の
「
○
性
海
慈
船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
（
承
前
）」
に
よ
る
。

（
６
）  

「
宗
報
」
第
三
八
二
号
（
大
正
元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
の
「
本
山
記
事
」

の
「
○
性
海
慈
船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
」
に
よ
る
。

（
７
）  

善
光
寺
に
奉
安
殿
の
大
衆
が
請
さ
れ
て
祈
祷
大
般
若
を
転
読
し
た
こ
と
は
、

「
新
愛
知
」
第
七
六
九
三
号
（
大
正
元
年
十
一
月
十
五
日
発
行
）
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

（
８
）  

「
宗
報
」
第
三
九
二
号
（
大
正
二
年
四
月
十
五
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈
船
禅

師
猊
下
御
親
化
彙
報
」
に
よ
る
。

（
９
）  

「
宗
報
」
第
三
九
九
号
（
大
正
二
年
八
月
一
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈
船
禅
師

猊
下
御
親
化
彙
報
（
承
前
）」
に
よ
る
。

（
10
）（
11
）　
「
宗
報
」
第
四
一
〇
号
（
大
正
三
年
一
月
十
五
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈

船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
（
大
正
二
年
分
）」
の
「
愛
知
県
名
古
屋
市
布
池
町
護

国
院
授
戒
会
」
に
よ
る
。

（
12
）  

「
宗
報
」
第
四
一
三
号
（
大
正
三
年
三
月
一
日
発
行
）
の
「
本
山
記
事
」
の

「
〇
性
海
慈
船
禅
師
」
に
よ
る
。

（
13
）  

舎
利
塔
の
竣
工
や
開
眼
式
に
つ
い
て
は
「
宗
報
」
第
四
三
四
号
（
大
正
四
年
一

月
十
五
日
発
行
）
の
「
〇
性
海
慈
船
禅
師
猊
下
御
親
化
彙
報
（
大
正
三
年
分
続
）」

の
「
名
古
屋
市
布
池
町
護
国
院
吉
祥
講
秋
期
法
要
御
親
化
」
に
よ
る
。

（
14
）   『
永
平
重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
第
二
巻
（
大
正
八
年
三
月　

三
合
庵
）
九
十
五

丁
右
に
あ
る
。

（
15
）  

八
月
二
十
六
日
、
十
一
月
二
日
の
文
書
は
、
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
「「
参
考
書

類
綴
」
監
院
寮
」
及
び
「
大
正
三
年
度
書
類
綴
」
に
所
収
し
て
い
る
。

（
16
）  

「
宗
報
」
第
四
三
五
号
（
大
正
四
年
二
月
一
日
発
行
）
の
「
告
示
第
二
号
」
に

よ
る
。

（
17
）  

『
永
平

重
興
大
休
悟
由
禅
師
広
録
』
首
尾
（
大
正
十
年
十
二
月　

三
合
庵
）
四
十
二

丁
右
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）  

信
徒
総
代
の
永
平
寺
の
役
寮
な
ど
へ
の
願
い
は
、
永
平
寺
に
所
蔵
す
る
「「
参

考
書
類
綴
」
監
院
寮
」
に
所
収
し
て
い
る
。

（
19
）  

木
田
の
略
伝
は
、
安
藤
準
成
『
名
古
屋
案
内
記
』
第
壹
（
大
正
三
年
三
月　

名

古
屋
案
内
社
）
一
一
一
頁
、
安
藤
準
成
『
名
古
屋

案
内
記
金
城
寺
院
宝
鑑
』（
大
正
四
年
四

月　

名
古
屋
案
内
新
聞
社
）
一
四
八
頁
、
安
藤
嶺
丸
『
曹
洞
宗
名
鑑
』（
大
正
五

年
一
月　

壬
子
出
版
社
）
一
四
〇
頁
、『
室
田
山
長
年
寺
史
』（
昭
和
四
十
八
年
三

月　

長
年
寺
）
五
十
五
頁
、
川
口
高
風
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
十
）」

（
平
成
二
十
九
年
一
月　
「
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
六
十
四
巻
第
二
号
）

一
五
四
頁
な
ど
か
ら
と
り
あ
げ
た
。
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